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I.調査に至る経緯

平成■年度において島根県住宅供給公社が松江市法吉町地内において、(仮称)法吉団地造成工事

を計画した。この計画に併せて松江市都市建設部土木課 (事業者)では、既存の市道改良工事と住宅

団地内への新設を目的とする市道春日東生馬線改良工事を計画し、平成■年 7月 12日 付けで市教育委

員会に予定地内の分布調査依頼書を提出した。

その依頼を受けて当教育委員会では平成11年 7月 に住宅団地予定地内の市道新設部分について試掘

調査を実施し、併せて島根県教育委員会によって宅地造成部分の試掘調査が行なわれた。

この調査の結果、道路計画部分を含む範囲で弥生土器片、土師器片、須恵器片が大量に検出され、

本遺跡の存在が明らかになった。遺物の出土した地点の北側には遺物散布地として周知の「田中谷遺

跡」が存在しており、同じ谷筋で発見された他の遺跡を含めてこの遺跡の広がりと考えられ、事前の

発掘調査を実施する必要が生じた。

事業者により平成12年 3月 15日 付土第1404号で予定地内の発掘調査依頼書が当教育委員会に提出さ

れたことを受け、平成12年度において発掘調査を実施することとなった。

本遺跡の発掘調査については松江市孜育委員会が財団法人松江市教育文化振興事業団に委託して、

平成12年 4月 から実施したものである。
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輪

第 2図 田中谷遺跡位置図
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第 3図 田中谷遺跡調査区位置図
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Ⅱ.周辺の歴史的環境

田中谷遺跡は松江市街地の北側、法吉町の北側 。東側 。西側三方を丘陵に囲まれた谷筋に位置する。

本遺跡内は近年まで田畑として使用されており、当事業団で調査した地点は谷筋のほぼ中央東側で

ある。他の地点に関しては島根県埋蔵文化財調査センターによって調査が行なわれた。

本遺跡の周辺の歴史的環境は、旧石器時代から弥生時代にかけて、明確な遺構を持つ遺跡が確認さ

れていなかった。本遺跡の南側に位置する法吉遺跡②からは縄文土器や弥生土器、石器類が、下り松

遺跡③からも弥生土器や石器が出土している。

古墳時代になると確認されている遺跡の数が増えてくる。まず、すぐ南側に位置する塚山古墳④や

谷を一つ隔てた丘陵突端に伝宇牟加比売命御陵古墳⑤がある。塚山古墳は1999年 に調査が行なわれ造

出部が確認された。伝宇牟加比売命御陵古墳は一辺が約16m、 残存高が約 2mで主体部は石囲いの木

棺を使用していたものと思われ、南側に造出を持つ古墳である。また造出には埴輪が埋め込まれてお

り墓前祭祀に使用したと思われる丹塗土器や須恵器も出土している。

そのほかにも21基からなる月廻古墳群⑥は竜虎鏡などの鏡が出土し、箱式石棺や礫床をもつ木棺が

使用されていたと考えられる。岡田薬師山古墳⑦は主体部が石室で須恵器や玉類が埋葬されていた。

この他にも本遺跡の南側丘陵頂上部にある久米古墳群③は6基 (内方墳4基)か らなり、さらにその

南側には方墳 4基からなる唐梅古墳③が存在する。

この時期にはこの周辺が開けていたことが伺えるが、集落址など生活遺構を持つ遺跡はあまり確認

されていない。

第 4図 周辺遺跡位置図
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これ以後なるとまた数多くの横穴墓群が確認されている。ひゃくだ横穴⑩、比津が崎横穴①、水酌

崎横穴群⑫などである。

平安時代以降には、2基の経塚をもつ山槙古墓群④や一字一石経が出土した石在経塚①、渡来銭

(宋銭・明銭)と長さ約44cmの脇差し一口が出土したコゴメダカ山遺跡⑮など古墓が確認されている。

戦国時代この周辺は、尼子氏の勢力下にあり「尼子十旗」のうち第一と言われた自鹿城⑩があり、

その出城と思われる高つぼ山城⑦や小白鹿城④がある。白鹿城は尼子氏の家臣松田氏の居城とされ、

1563年 (永禄 6年)に毛利氏によって攻略された。その戦いは凄惨を極め、毛利・尼子の両軍にかな

りの戦死者が出たとされている。石敷きの基壇や宝医印塔が出土した二反田古墓⑩はその戦いの折の

墓とされる(5)。

周 辺 遺 跡 一 覧 表

番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 摘 要

① 田中谷遺跡 法吉町田中谷 散布地 弥生土器、須恵器、木器

② 法吉遺跡 法吉町尾後 散布地 縄文土器、弥生土器、石器

③ 下り松遺跡 法吉町下 り松 散布地 弥生土器、須恵器、石器

④ 塚山古墳 法吉町下 り松 古 墳 方墳 (墳長約30m)、 埴輪、

⑤ 伝宇牟加比売命御陵古墳 法吉町鶯谷 古 墳 方墳 (1辺16m)、 刀子、円筒埴輪

⑥ 月廻古墳群 比津町比津ヶ丘 古 墳 21基、玉類、鉄器、盤龍鏡

⑦ 岡田薬師山古墳 法吉町 古 墳 方墳 (1辺 10m)、 子持壺、玉類

③ 久米古墳群 法吉町久米 古 墳 6基 (内方墳 4基)

⑨ 唐梅古墳群 法吉町唐梅 古 墳 方墳 4基

⑩ ひゃくだ横穴 比津町 横 穴 四柱式妻入、家形石棺

① 比津が崎横宏 比津口丁 横 穴 須恵器

⑫ 水酌崎横穴群 比津町水酌崎 横 穴 須恵器、玉、金環

⑬ 山槙古墓群 法吉町山槙 古 墓 経塚 2基

⑭ 石在経塚 法吉町石在 古 墓 一字一石経

⑮ コゴメダカ山遺跡 法吉町 古 墓 宋銭 。明銭

④ 白鹿城 法吉町 城 跡

⑫ 高つぼ山城 法吉町 城 跡 白鹿城の出城

① 小白鹿城 法吉町 城 跡 白鹿城の出城

⑩ 二反田古墓 法吉町二反田 古 墓 宝藤印塔14基以上
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Ⅲ.調 査 概 要

田中谷遺跡は松江市法吉町地内にあり、北山山脈にある真山から派生した丘陵の末端部付近に位置

する。東西両側を丘陵に挟まれた谷地形であり、この谷は降雨量が少ない時期でも絶えることなく小

川が流れ、南側にある春日町や黒田町の低地に流れ込んでいる。

本遺跡は谷全体が遺跡であるが、本報告書は当事業団が行なった市道建設予定地 (市道春日束生馬

線)の発掘調査によるもので、それ以外の宅地造成部分は島根県埋蔵文化財センターが調査を行った。

本調査区は谷のほぼ中央、谷の中央よりもやや東側に位置する (第 3図)。

本調査は廃土処理の関係上、南北三分して行なった。南北両区とも試掘調査の際に上面に堆積して

いた。灰色粘質土には遺物が混入していないことが確認されているため、重機で上面の灰色粘質土ま

でをすべて除去し、そこから手掘り調査を行った。

調査の結果、全面的には旧河道を中心に東西両側で様相が異なる。まず旧河道は中央やや東寄りか

ら検出された。旧河道は1本ではなく、土層断面から小さな小川が何度も氾濫を繰り返して幾重にも

流れを変えたために平面的には1本の河道のように見えた。旧河道の西側は非常に安定した地盤に掘

立柱建物跡と考えられる遺構や溝、土羨などが確認されている (第 5図 )。 反対に旧河道の東側は上

部の丘陵からの土砂が大量に流れ込んでいたが、遺構は確認されなかった。

Ⅳ.遺構について

○】L区

まず旧河道の西側からは掘立柱建物跡 (SB-01)と 土療 (SK-01)を検出した (第 6図 )。 西側は

基盤直上の上層はやや小さめの角礫が密に散布した層が堆積しており、同層から若干の遺物が出土し

たが、その量は極めて少量であった。その角礫を含んだ層の下から褐色の層が見られ、それが基盤層

と考えられ、そこから遺構が検出された。

SB-01は梁行き2間、桁行き2間の掘立柱建物跡で、柱穴は上端径12～ 26cm、 下端径 5～14cm、

深さ8～26cm、 柱京間の距離は約 lmを測り、ほぼ等間隔に位置し、柱の数は7本を数える。検出

された柱穴は浅いが、本来はもう少し深かったかもしれない。SK-01を 伴う住居と考えられる。

SK-01はSB-01の西側に位置する。平面形は不整円形で、上端径130～ 220cm、 下端径120～

210cm、 深さ8～15cmを測る。覆土は2層あり、床面直上は明茶色粘質土、その上には炭化物を含

んだ黒灰色土が堆積している。その炭を含んだ層から摩滅した土器が出土しているが、時期の限定は

できなかった。SB-01と は何らかの関連があると思われるが、その用途については不明である。

旧河道は上層にあたる灰色砂層や砂礫層中から大量の遺物が出土した。遺物の中には若千の石器も

含まれていたが、土器片がその大半を占めていた。出土遺物の時期は弥生時代後期のものが大半を占

めており、それ以外には古墳時代前期から古墳時代後期の須恵器なども出土している。

-5-
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○南区

北区と同様に西側に安定 した基盤層から遺構が検出された。掘立柱建物跡が 2棟 (SB-02～ 03)、

土羨が 1基 (SK-02)、 清が4本 (SD-01～ 04)、 これ以外にも数多くのピットが検出されたが、建物

などの復元にはいたらなかった。また旧河道中からは杭列が検出された。

第 7図は南区の遺構群の全体図である。第 8～10図は南区の中で北側に位置する遺構群である。掘

立柱建物跡が 2棟 (SB-02～03)、 土羨が 1基 (SK-02)、 溝が 2本 (SD-01～ 02)、 これ以外にも

数多くのピットが検出されたが、建物などの復元にはいたらなかった。

第 8図は掘立柱建物跡と思われる遺構を中心としたものである。

SD-01の平面形は途中でくびれるが、東西方向に走 るほぼ直線形を呈するもので、長 さは約3.Om、

上端幅32～58cm、 下端幅20～30cm、 深 さ1.7～ ■.6cmを 測る。覆土は炭化物を大量に合んだ濃灰色土

1層で、その中から土器片が多数出土 したが、時期が限定できるものはなかった。遺構内にピッ ト

(SB-02の柱穴)を検出し、このSD-01がSB―o2に 伴 うものと考えられる。

SB-02は梁行き 1間、桁行き1間の掘立柱建物跡で、柱穴は上端径42～62cm、 下端径14～ 30cm、

深 さ26～47cm、 柱京間の距離は約1.6mを 測 り、ほぼ等間隔に位置する。柱の数は4本を数える。検

出された柱穴の中には浅いものもあるが、本来はもう少 し深かったかもしれない。SD-01を 伴 う住

居と考えられるが、SB―o2内から遺物は出上 しなかった。

SB-03は梁行 き 1間、桁行き2間の掘立柱建物跡で、柱床は上端径10～ 44cm、 下端径 6～26cm、

深 さ16～ 42cm、 柱穴間の距離は梁行き側1.lm、 桁行き側0,8mを 測る。柱の数は 6本を数える。検出

された柱穴の中には浅いものもあるが、本来はもう少 し深かったかもしれない。東南隅の柱穴からは

柱根 らしきものが残っていた。ピットや住居址内から遺物は出土 しなかった。

このほかにもピットが検出され、これらの建物 とは異なる建物跡がほかのピットと対応 して復元で

きる可能性がある。

第 9図はSK-02を 中心とした土羨群である。

SK-02の平面形は隅丸方形を呈 し、上端の長軸84cm、 短軸72cm、 下端の長軸64cm、 短軸44cm、

深 さ8～12cmを測る。覆土は炭化物を含んだ褐色± 1層であり、周辺にも炭化物が散 らばっていた。

その覆土からは弥生土器が 1片出土 しているが、詳細な時期を限定できるものではなかった。遺構内

にピットがあるが、両者の関連については不明である。

第10図 はSD-02を 中心とした遺構群である。

SD-02の平面形は東西方向に走 り、弧状を呈するもので、途中で途切れるものの長 さは約5,Om以

上を測 り、西側にも続いているが調査区外のため正確な長 さは不明である。上端幅44～ 82cm、 下端

幅32～70cm、 深 さ10～ 30cmを 測る。覆土は炭混 じりの灰色土一層であったが、覆土中からは弥生土

器が 1片出土 している。
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第 7図 田中谷遺跡南区遺構配置全体図
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第 8図 田中谷遺跡南区遺構配置図 (1)
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L=165m

B B'

QI

①炭混掲色土

②灰褐色土

第 9図 田中谷遺跡SK-01平面図

SK-03の平面形は円形を呈し、上端径38cm、 下端径32cm、 深さ8cmを 測る。検出面からは浅く、

性格等については不明である。自然にできたくぼみに土は入った可能性も考えられる。遺物は出土し

なかった。

SK-04の平面形は楕円形を呈し、上端径28～ 69cm、 下端径20～ 61cm、 深さ10cmを 測る。覆土は

炭化物を含んだ灰色± 1層であるが、遺物は出土しなかった。SD-02と 切り合っているが、両者の

時期差や関連など詳細は不明である。

SK-05の平面形は隅丸方形を呈し、上端の長軸58cm、 短軸24cm、 下端の長軸50cm、 短軸18cm、

深さ18cmを測る。覆土は炭化物を合んだ濃褐色± 1層で、遺物は出土しなかった。

これらの遺構の相互関係や性格等の詳細については不明である。
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第10図 田中谷遺跡南区遺構配置図 (2)

E― E'は直線に並ぶピット群である。ピットは上端径32～ 52cm、 下端径23～ 36cm、 深さ16～

43cm、 ピット間の長さは39～54cmを 測る。これらのピットに対応する同様のピット群が検出できな

かったため、建物跡の復元はできなかった。

周辺にはこれ以外にも多くのピットが検出されたが、いずれも建物跡の復元にはいたらなかった。

第12図 は南区の南側から検出された遺構群で、いずれも用途不明遺構である。

SX-01は西狽Jが調査区外のため半分しか検出できなかった遺構である。高低差は6cmを 測る。覆

土中から土器片が数片出土し、弥生土器の底部が出上した。

∽
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第11図 田中谷遺跡南区遺構配置図 (3)

SD-03の 平面径はほぼ直線形を呈するもので、南側は途切れているかもしくはSX-02に よって削

平 されている。長 さは約3.5m、 上端幅96cm、 下端幅74cm、 深 さ6cmを 測る。覆土は炭化物 を含ん

だ灰色± 1層で、覆土中からは土器が 2片出土 している。また遺構内からピットが検出されているが、

その関連については不明である。
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L=160m 鶴   
④

第12図 田中谷遺跡杭列・流木検出状況

SX-02は南側が調査区外のため、全体を検出することができなかった。長 さは 2m以上、上端幅

100cm、 下端幅74cm、 高低差は6cmを測る。石が4個、土器片が 1片出土 した。

Ⅸ -03は平面形はほぼ隅丸方形 を呈すると思われるが、途中で途切れているため完全な形で検出

できなかった。上端の長軸128cm、 短軸80cm、 下端の長軸■4cm、 短軸50cm、 深 さ5cmを 測る。覆

土は炭化物を含んだ褐色± 1層で、石が 5個、土器片が 2片出土 した。

これ らの遺構以外にも多くのピットが検出されたが、建物等の復元にいたらなかった。また炭化物

を検出され、生活の痕跡がみられる。

第13図は旧河道から検出された杭列 と流木の出土状況である。

杭テUは 旧河道の西側で、ほぼ南北方向に約 4mにわたって検出されたものである。杭は太 さ5cm

前後の木を使用 している。杭は穴を掘って打ち込んだものではなく、形状は先が尖っているため直接

直に打ち込んだものと思われる。杭が密集 しているところは10cm前後の間隔をとって打ち込んでい

るが、間があいているところは、すでになくなっていたものと思われる。

本来どのような目的で杭を設置 したかはわからないが、旧河道の端にあることや杭 を境にして河道

の反対側に建物跡 らしき遺構が検出されているため、河道との境を示 しものではないだろうか。

旧河道から出土 した流木はしがらみ状に集積 されていた。また土器とともに出土するところもあり、

故意に投げ捨てたかもしくは大水によって流 されて集まったものと思われる。

◎

6彎

く oぎ _
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間セクション図

間セクション図

0         4(
|

第13図  田中谷遺跡 セクシ ョン図

A― A'間セクション図土層名

①風化石を多く含む褐色粘質土 ②灰褐色粘質土 ③淡灰褐色砂質土 ④大礫を含む淡褐灰色砂質土

⑤石粒を多く含む淡褐灰色砂質土 ⑥砂混じりの礫層 ⑦灰色砂質土 ③石粒を多く含む灰色砂質土

⑨石を多く含む灰色砂質土 ⑩石粒を多く含む淡褐灰色砂質土 ①石粒を多く含む灰色砂質土 ⑫礫を少々含む灰色砂質土

⑬灰色粘質土 ①淡褐色砂質土 ⑮灰色砂質土 ⑮大礫の隙間に灰色砂質土 ⑦灰色砂質土 ⑬流木を含む灰色砂質土

⑩石を多く合む黒色砂質土 ⑪灰色砂質土 ⑪腐食物(木片)を 多く含む灰色砂質土 ②茶灰色砂質土(炭 を多く含む)

④大粒の灰色砂質土 ②大粒の褐色砂質土 ⑮黒色砂質土 ④中礫層(間 に砂をかむ)⑫黒色粘質土

④風化した礫を多く含む褐色土

B― B'間セクション図土層名

①小礫を多く含む褐色粘質土 ②風化石を多く合む褐色粘質土 ③礫を多く含む白色粘質土 ④小礫を多く含む灰色砂質土

⑤黒色砂質土 ⑥大礫を含む灰色砂質土 ⑦濃灰色砂質土 ③灰色砂質土 ③小石を含む灰褐色砂質土 ⑩黒色砂質土

①灰色粘質土 ⑫黒色砂質土 ④小石が多い黒色砂質土 ⑭小礫を含む灰色砂質土 ⑮礫が多い灰色砂質土 ④黒色砂質土

⑫礫層 ④灰色砂質土(炭が多い)①淡褐色砂質土 ⑩小石を多く合む砂質土 ②小礫層 ②小礫を多く含む灰色砂質土

④黒色粘質土 ⑭灰色砂質土 ⑮腐食物(木片)を 多く含む黒色粘質土 ⑮灰色砂質土 ②大礫層

④風化した礫を多く含む褐色土

C― C'間セクション図土層名

①褐灰色粘質土 ②暗灰色粘質土 ③灰色粘質土 ④小石を含む灰色粘質土 ⑤黒灰色粘質土 ⑥褐色砂質土

⑦風化礫混じりの帽色土 ③小礫を少々含む黒色粘質土 ③小礫を多く含む灰色粘質土 ⑩礫を少 合々む灰色粘質土

①風化礫混じりの灰褐色土 ⑫礫混じりの褐色土 ④濁褐色粘質土 ⑭黒色粘質土 ⑮小石を密に合む灰褐色砂質土

⑩中礫を含む灰色砂質土 ⑦黒褐色粘質土 ④小礫を密に含む灰色粘質土 ⑩小礫を密に含む灰色砂質土 ⑩灰色砂質土

④大礫を含む灰色砂質土 ②大礫を少々合む灰色砂質上 ④小礫を少々含む黒色粘質土 ②小礫を合む黒色粘質土

⑮黒色砂質土 ⑮中礫を合む灰色砂質土 ②大礫を含む白色粘質土 ⑬小礫を密に含む褐色砂質土

⑩細礫を密に含む灰色砂質土 ⑩灰色砂質土 ③中,大砂を合む灰色砂質土 ⑫大砂を合む灰色砂質土

⑬中礫を含む灰色砂質土 ⑭礫を含む灰褐色砂質土 ⑮淡褐色砂礫層 ⑭小礫を含む黒色粘質土

⑫中礫を密に含む灰色砂質土 ⑬中・大砂を含む灰色砂質上 ⑩中 ,大砂を含む灰色砂質土

C― C'問セクション図
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第13図は旧河道の痕跡を示 したセクション図である。A― A'間、B― B'間 は表土 も除去 した後か

らの土層断面であり、C― C'間は表土を含めた土層断面である。C― C'間の① (褐灰色粘質土)～

③ (灰色粘質土)ま では耕作土である。

旧河道は調査区全域にわたってほぼ南北に走っていた。この土層断面から半月状の土層が数多くみ

られるが、これが 1つ 1つの河道であり、大小の河道が数多く切り合っているような状態である。ま

た大雨などによって谷に大水が集まり、通常幅狭で水量が少ない小川でも、河道の流れが変わってし

まった。それが何度も繰り返されることによって幅約15mの 1本の河道のような痕跡となった伊

また旧河道の堆積土中からは大量に土器片も出土した。これは北区でも同様で木製品なども出上し

ている。おそらくは谷で集落を営んでいた人々が投げ捨てたり、集落にあったものが大水で流されて

きたものと推測される。出土土器の大半が弥生時代後期の土器で、東端の旧河道から須恵器が出土し

たため、弥生時代後期から古墳時代後期にわたって何度も流れを変えていたものと思われる。

掘立柱建物跡は計 3棟検出された。溝や土羨は住居に伴うものとして使用された可能性が高い。し

かし柱穴の大きさや深さ、配列などから恒常的な住居よりも小屋のような臨時的な住居の可能性も否

定できない。また土羨や溝の覆土は炭化物を含んだ層であり、生活の痕跡を示すものと考えられ、河

道から出土する大量の土器片や木製品などが集落の存在を示 しているのではないだろうか。いずれに

しても周辺に大きな集落があったことが推察される。

註)

(1)島根大学汽水域研究センター客員研究員 中村唯史氏のご教授による
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V.遺物 につ いて

遺物は、土器、石器、木製品が出土した。これらの遺物の大半は旧河道群から出土したものである

が、旧河道群には複雑な切り合い関係があり、残念ながら層位的に遺物を取り上げることはできな

かった。

土器は、遺構面から出上したものと旧河道群から出土したものがあったが、遺構面出土の破片と旧

河道出上の破片が接合するものが見られたため、出上場所は後頁の遺物観察表に記載するにとどめて、

挿図内での区別はおこなっていない。

遺構面から出上した土器片は、量は多いもののいずれも風化が激しいうえに極めて小さい破片ばか

りで、全体形が復原できる個体は非常に少なかった。かろうじて図面化できた土器は、壺では第14図

■・15、 甕では第16図 3・ 7・ 24、 第17図 2・ 5、 第18図 3、 第19図 2のわずか9点のみである。

これに対して旧河道群から大量に出土した土器は細片化したものが多かったが、ほとんど風化が見

られなかったため、小片についてもできる限り復原して図面化することに努めた。旧河道群では、浅

いレベルから深いレベルまで高い密度で土器が埋没していたが、上記したとおり旧河道群のセクショ

ンは非常に複雑で、必ずしも上層の遺物が新しいものであるという状況ではなかったため、層位から

新旧関係を判断することはできなかった。

したがって、本報告では土器は出土地点、出土層位に関係なく、種類別に若干存在する新旧関係を

考慮して図面の掲載をおこなった (第 14図 ～37図 )。

全体を概観すると、時期は弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての土器が大半を占めている。松

本編年で表現するとV-2様式からV-4様式で、一部古墳時代初頭の土師器も含まれている。中で

も量が多かったのはV-3、 4様式である。壺甕類の器壁外面には、肩部を中心に貝殻腹縁やハケ状

工具で烈点文や羽状文などが施文された、装飾性に富んだ土器も多い (第30。 31図 )。 その他の時期

のものとしては古墳時代後期の土器があるが、全体からみるときわめて微量である。個別の詳細は後

頁の遺物観察表にゆずることにして、以下では器種ごとに概略を記す。

・壼 (第 14。 15図 )

壺は出土数が少なく、全体における割合は低い。第14図 13は 内面がハケメ調整で、ケズリ調整が施

されていない。口径の割には器壁が厚いものである。15は頸部に径約 3cmの乳状突起の装飾が付け

られたものである。第15図 10はめずらしい長頸壷で、頸部には縦方向に丁寧なミガキ調整が施されて

いる。

・甕 (第 16～29図■)

甕の出土数は非常に多く、出土遺物の大半を占めている。複合口縁の甕がほとんどであるが、単純

口縁の甕 も若千出土 している (第29図 1～■)。 複合口縁の甕は、日縁端部に凹線文が施 されたもの

もあるが、大半は擬凹線文が施 されたものである。複合口縁の内面調整はヨコナデ調整が主流で、一
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部に横またはやや斜め方向のミガキ調整が認められる。ミガキ調整の位置や範囲は個体によって様々

で、V-1～ 3様式の中では全体に占める割合は低いながら、全般に存在しているようである。V―

4様式になるとこのミガキ調整は消滅している。底部は平底がほとんどであるが、やや丸底化したも

のも見られる (第32図 )。

・注目土器 (第29図 12～ 18)

注口部の出上でしかその存在は判らず、全体形が復原できる破片は出土しなかった。第29図 12は注

口部基部にも文様が施されており、装飾性の高い個体であったと思われる。

・器台 (第33・ 34図 )

筒部がやや長いタイプから、「く」字状に折れ曲がるタイプまでがあり、時期的には壷・甕類と合

致する。第33図 10の受け部内外面には赤色顔料が塗布されている。

・高郭・低脚lTh(第35～86図25)

高イは、複合口縁とそれにともなう脚部、器壁の厚い脚部という典型的な弥生系の他に、第36図5、

9、 10な ど、明らかに古墳時代前期と考えられる脚部が出土している。邦と脚の接合部は必要以上に

粘土を充填しているものと、コンパクトな円盤充填のものが見られる。低脚不は、複合口縁を逆にし

た形状の脚をもつものが見られる (第36図18)。

・蓋 (第36図26～28)

第36図26は複合口縁状のつまみを持つ蓋である。立ち上がり部には擬凹線文が施されている。28は

天丼部に粘土が充填されていないものである。

・土玉 (第37図20～26図 )

24の み断面がやや扇平な形状を呈しているが、断面球形のものが多い。孔径は4～ 5mmで ある。

25は対応する2カ所の位置に径の小さいくぼみが穿たれているが、孔は貫通していない。26は くぼみ

すら無い球形の玉で用途は不明である。

。その他 (第37図 1～ 19)

その他の少数の土器としては、把手部分 (1、 2、 4)、 甑型土器の把手 (3)、 土製支脚 (5～ 7)、

小型丸底壷 (8～ ■)、 須恵器の蓋 (12)、 イ (12～ 16)、 高邦 (17～ 19)が ある。小型丸底壷は、複

合口縁を持つやや古いタイプの8と 、古墳時代前期の9～■がある。

石器は、出土状況は土器とほぼ同じである。

遺構面や旧河道群から、黒曜石製の鏃 (第 38図 1、 2)、 鏃未製品 (3)、 スクレイパー (第38図 4
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第18図 遺物実測図 (5)
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第22図 遺物実測図 (9)
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第26図 遺物実測図 (13)
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第27図 遺物実測図 (14)
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第34図 遺物実測図 (21)

～40図 2)が出上 した。また、剣片 も第40図 3～ 9掲載以外にも多数が出土 している。これらの石

器群は前記した土器に先行するものと思われるが、正確な時期は不明である。

木製品は、主として旧河道群中のしがらみ状の場所から出土 した。

第41図 1は椀の一部である。 2は三角形の頭部と2本の棒が削 り出されたものであるが、用途は不

明である。 3も 用途不明品である。 5、 6は立ったまま出土 した杭である。杭の先端は館状の刃物で

加工されたと思われる。 7は桜の皮を双子状に丸めたもので、桜皮の保管状況がよく分かる。 4と 第

42図 1、 2は板材である。到 り込みや扶 りが見られる。第42図 3は大小の狭 りを持つ材であるが、用

途は不明である。杭以外の木製品については、弥生時代後期から古墳時代前期の土器群 と共伴するも

のと思われる。
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Ⅵ.結

田中谷遺跡Ⅵ区は、谷の中流に位置する掘立柱建物と大量の遺物を包合する自然河道からなる遺跡

であった。

遺構としては掘立柱建物 3棟 を確認した。時期は弥生時代後期で、周辺に多量の炭や土器片を含む

浅い土坑や溝を伴っていたことから、住居であった可能性が高い。遺構は調査区の南西角からも検出

されたため、遺助は周辺のさらに広い範囲に広がっているものと推察される。本調査区のように狭い

谷底の中央付近に営まれた集落はめずらしいが、すぐ近くには谷川が流れていて生活の便は良かった

と思われる。しかし、遺構面が大小の礫に覆われて土器小片が散乱していた状況から、谷底という立

地の悪さゆえ、最終的には谷全面を押し流すような大水にあって短期間で終焉をとげたものと考えら

れる。

谷の東端の自然河道は、あたかも1本の川のように検出されたが、セクションを詳細に観察すると

大小の川の流れが多く切り合っている状況が確認できた。田中谷のような小さな谷を流れる川は、通

常では幅狭で水量も少ないものであるが、大量の降雨があった後には一時的に地面がえぐられて幅の

広い川となり流路も変化していくことは当然である。このような現象が降雨のたびに繰り返され、そ

の痕跡が旧河道群のセクションとして現在に残っていると解釈してよいだろう。旧河道の堆積土中か

らは、比較的浅いレベルの層をはじめ深いレベルからも高い密度で土器片が出土した。また、しがら

み状の流木に混じって若干の木製品も出土した。土器の時期は弥生時代後期が中心で、調査区南端付

近では古墳時代前期の土器も若千出土した。木製品もこの時期の遺物と判断してよいであろう。旧河

道の切り合い関係は非常に複雑で、層序から土器や木製品の新旧を判断することはできなかったが、

河道群の東端の浅いレベルに限定して須恵器片がわずかに出土したことから、残存する河道の中で一

番新しい流路は調査区東端を流れており、その時期は古墳時代後期であったことがうかがえる。須恵

器の出土場所は自然流路に限定され、谷中央付近からは出土していないことから、その時期の遺構は

東側丘陵上にあり、そこの遺物が転落して河道に埋没したものと推測される。田中谷遺跡の本調査区

では、東端を除いては土器の時期幅が限定できることから、ここで出土した土器は弥生後期から古墳

時代前期にかけての土器のバリエーションとして良好な資料となり得るであろう。

以上のとおり、田中谷遺跡の本調査区では弥生時代後期から古墳時代前期の遺物と遺構および古墳

時代後期の遺物が若千出土したが、その後の遺構、遺物は検出されなかった。遺構面や旧河道群の上

には灰色粘質上の厚い堆積層が見られたことから、この地は古墳時代後期を過ぎると、一時人工的な

ため池の時期を経た後、現在のような豊富な谷水を利用した水田として利用されてきたものと推察さ

れる。田中谷遺跡は本調査区以外の場所についても、島根県埋蔵文化財調査センターが広く発掘調査

を実施しており、現在その成果がまとめられつつある。田中谷という小さな谷の歴史的変遷が明らか

にされる日は近いと思われる。

瓢
旧
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土 器 観 察 表

挿図番号 種類 器 種 法量(cm) 胎  土 焼成 色   調 調整 。手法の特徴・他 出土区・層

14図 -1 弥 生 重
口径161(推 )

頸径120(推 )

0 5mm以 下の石
英 。長石を合む

良好

外

内

断

淡灰色～淡黄茶色
黒色
淡灰色

(外)横ナデ、ナデ後多条凹線、ハケロ
(内)横ナデ後荒いミガキ、ケズリ

E-3区砂礫
層

14図-2 弥生 重
回径156(推 )

頸径 94(推)

l mm以 下の砂粒
を合む

良好
外

内
淡茶灰色
淡茶灰色

(外 )横ナデ、ナデ後多条凹線  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

14図 -3 弥生 重
径
径

口
頸

(148)

(99)
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む 良好

(外 )淡褐色
(内 )ス ス付着黒色、
淡灰色

(外 )″ ケヽ後ヘラミガキ  (内 )横ナデヘラミ
ガキ

F-3区砂礫
層

14図-4 弥 生 士霊
径

径
口
頸

(205)

(132)

2mm前後の石英、
長石を多く合む

良好
外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外)ナ デ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズリ
D-3区砂礫
層

14図 -5 弥 生 壺
径
径

口
頸

⑫10
(146)

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ
C-3区砂礫
層

14図 -6 弥 生 霊

径
径

口
頸

(19の

(13劾

2 mm前 後の砂粒
をわずかに合む 良好

外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外)ハ ケロ (内)ハケロ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

14図 -7 弥生 壷
径
径

口
頸

(114)

(77)
l mm前 後の石英
粒を多く合む

良好

色
色
色

捐
褐
褐

淡
淡
淡

外
内
断

俳
目

ナデ後多条凹線、ナデー部ハケロ、ハケ

(内 )ナ デ、ハケロ後ナデ、ケズリ
E-3区砂礫
層

14図 -8 弥生 壺 頸径 (82)
0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
(外 )全体的にスス
付着黒色
(内 )淡橙灰色

(外)横ナデ  (内 )ヘ ラミガキ
B-3区砂礫
層

14図-9 弥生 一霊
径

径
口
頸

(172)

(120)

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙灰色
淡橙褐色

(外)横ナデ、ハケロ (内 )横ナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

B-3区砂礫
層

14図-10 弥生 壷 頸径 (72)
密2～ 3mmの 砂粒
を合む

良 好
外

内
黒色
暗灰褐色

(外)凹線、ナデ、 ミガキ (内)ナ デ、ケズリ
D-3区砂礫
層

14図-11 弥 生 霊

径

径
口
頸

(140
(116)

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙色
淡橙灰色

(外 ) ナ デ (内 ) ナデ、ヘラケズ リ
E-3区砂礫

層

14図-12 弥生 霊 口径 (■ 0)
1 5mm程 度の石英
を多く合む

良好
(外、内)一部暗灰色～

1完黄
(断)1表黄 灰掲色 浅黄の
三層

(外)擬凹線文その他風化で不明  (内 )風化
で不明

E-2区遺跡
検出面

14図 -13 弥 生 重
径
径

日
頸

lmm前 後の長石、
石英を多く合む

良 好
外

内
淡灰掲色
淡灰褐色

(外)横ナデ後ハケ (内)横ナデ後ハケロ
E-3区砂礫
層

14図 -14 弥 生 壼
径
径

口
顕

(222)

(165)

1～ 2mm前後の砂
粒を多く合む

良好
外

内
淡橙白褐色
淡橙褐色

(外 ) ナ デ (内 ) ガキ、ナ デ
B-3区砂礫
層

14図 -15 弥生 壷
径
径

口
頸

⑫l ⑪
(16の

lmm程度の長石、
石英を多く含む

良好
(外 )灰白褐色
(内 )淡灰責褐色
(断)灰白褐色

(外)ナ デ後多条凹線、ナデ  (内 )ナ デ (風

丁ヒが著しい)

E-2区遺跡
検出面

14図 -16 弥生 士霊
径
径

口
頸

(173)

(105)

lmm以 下の長石、
石芙を者千含む

里 好
(外)褐色一部スス付着
(内)褐色スス付着少々 あり
(断)黒灰色

俳
目

横ナデ後多条凹線、ハケ後横ナデ、ハケ
(内 )横ナデ、従方向の指ナデ痕

C-3区砂礫

層

15図-1 弥生 士王
径
径

日
頸

(126)

(90)
l mm強 の石英 、
長石を多く合む

良好
ナ
色

内
黒

外
断

赤橙色 (外)横ナデ後擬凹線文、横ナデ、ハケロ (内)

横ナデー部ミガキ、タテナデ、ケズリ後軽くナデ
C-3区砂礫
層

15図 -2 弥 生 壷
径

径
口
頸

146
97

l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良 好
外

内
淡黄白色
淡灰褐色

(外 )磨耗が激しい擬凹線文  (内)横ナデ
C-3区砂礫
層

15図-3 弥生 士霊
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
外

内
淡橙褐色
淡灰褐色

(外 )擬凹線、ナデ後ハケロ (内 )横 ナデ、
不定方向ナデ

E-4区砂礫
層

15図-4 弥 生 士電
径
径

口
頸

05～ 2mmの砂壮
を多く含む

良好
(外 )淡橙褐色一部
スス付着
(内 )淡橙褐色

(外)横 ナデ  (内 )ヘ ラミガキ、ケズリ、横
ナデ

C-3区砂礫
層

15図 -5 土師器 士霊 日径 (135)
1～ 2 mm程 の長
石、石英を合む

良好
外

断
内)淡橙色
灰白色

卿
利

口縁部と頸部に連続刺突文他風化により E-2区包含

層上面

15図 -6 土師器 重
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
佛
色

内)淡橙褐
(外 ) ナ デ (内 )ヘ ラケズリ

G-4区砂礫
層

15図 -7 弥 生 霊 口径 343
2 mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
(外 、内)

色
淡茶褐

(外 、内)風化により調整不明
E-3区砂礫

層

15図 -3 弥生 霊
lmm前後の長石、
石英を多く合む

良好
(外 、内、断)濁
白色

(外)ハ ケロ、多条凹線  (内 )ハ ケロ、指ナ
デ、ケズリ

F-4区砂礫
層

15図 -9 弥 生 壷
密1～2mm前後の
砂粒を合む

良好
外

内
黒スス付着
淡茶褐色

(外 )ミ ガキ、ハケ後 ミガキ、 ミガキ  (内 )

ヘラミガキ、ヘラケズリ
D-3区砂礫
層

15図-10 弥 生 壺
密2～ 3mm前後の

砂粒を含む
良 好

(外 )黒～淡茶褐色
(内 )淡橙褐色 (外 )ミ ガキ、ハケロ (内)ヘ ラケズ リ

E杭 ライ ン

畦

15図―■ 弥 生 士霊
1～ 3mm前後の砂
粒を多く合む

良好
(外)全体的にスス付
着黒色、淡灰褐色
(内 )淡灰褐色

(外 )″ ケヽロ (内)ヘ ラケズリ
E-3区 砂礫
層

16図-1 弥 生 変
径

径
口
頸

(115)

(94)
0 5mm以下の長石、
石英を多く含む 良 好

外

内
灰黄褐色
灰黄褐色

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内)横 ナデ、
ヘラケズリと思われるが風化により不明

E杭畦

16図-2 弥 生 甕
径
径

口
頸

(124)

(97)
密2～ 3mmの 白石
砂粒を合む

良好
外

内
黒
暗灰茶色

(外)口縁部凹線文、頸部ナデ  (内 )口縁部
ナデ、胴部ケズリ

G-3区砂礫

層

16図-3 弥生 甕
径

径
口
頸

(102)

(94)
密l mm前 後の砂
粒を含む

良好 暗茶褐色 卿
ガ

口縁部擬凹線文 (風化により不明)、 頸部
(内)口縁部ナデ、頸部ケズリ

E-2区遺構
面

(法量欄の ()は復原数値を表す)



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

16図 -4 弥 生 甕
径
径

口
頸

(114)

(95)
石英、長石微粒
を密に合む

良
(外 、内、断)淡
灰褐色

(タト、内)風化により調整不明 E杭畦

16図 -5 弥 生 寮
径
径

口
頸

1～ 2mmの砂粒を
わずかに合む

良好
(外 )全体的にスス
付着、黒色
(内)淡茶褐色

(外)擬凹線文、横ナデ  (内 )横ナデ、ハケロ
C-3区砂礫

層

16図 -6 弥 生 甕
(132)

(111)

径
径

日
頸

lmm弱の石英、長
石泣を多く含む

良好
(外 、内、断)淡
掲色～黒色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
族ナデ後 ミガキ、ナデー部ミガキ、ケズリ

B-3区砂礫
層

16図 -7 弥生 甕 口径 (131)
密1～2mm前後の

秒粒を含む
良好 暗灰褐色

(外 )口 縁部擬凹線文 (風化のため一部不明)

(内 )口縁部ナデ
G-2区遺構
面

16図 -8 弥生 甕
(153)

(1■ 4)

径
径

口
頸

長石、石英微粒
を少々合む

良好
(外)暗褐色
(内 )黒褐色
(断 )暗褐色

(外)ナ デ後擬凹線文、ナデ、ハケ後ナデ  (内 )

一種のミガキか工具痕顕著、横ナデ、ケズリ
D-3区砂礫
層

16図-9 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
(外 )一部スス‖者の黒色、波灰褐色
(向 )淡灰褐色
(断 )灰色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

16図-10 弥 生 甕
径
径

日
頸

長石、石英微粒
を多く合む

良好
(外)淡褐色、スス
付着著しい
(内、断)淡褐色

(外 )ナ デ後ヘ ラ描凹線、横ナデ、ハ ケロ

(内 )横ナデ、ミガキ、ケズリ後ナデ
G-3区砂礫

層

16図 -11 弥 生 甕
径
径

口
頸

石英、長石微粒
をわずかに合む

良 好
(外)黒色
(内 、断)淡褐色 一

暗褐色

(外 )横ナデ後多条凹線、横ナデ  (内 )横ナ
デ、一部ハケロ、ケズリ

G-3区砂礫
層

16図-12 弥生 甕
径
径

日
頸

1～ 2mm石英、長石
をやや多く含む 良好

(外)淡黄褐色、一部スス付着
(内 )黄褐色
(断)淡茶褐色

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内 )横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

16図-13 弥生 甕
径
径

口
頸

182)
146)

l mm前 後 の 石 英 、
長石粒 を多 く合む 良

(外)淡褐色、スス
付着著しい
(内)淡褐色

(外 )横ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナ
デ、ケズリ

E-3区砂礫
層

16図 -14 弥生 甕
径
径

□
頸

1～ 1 5mm程 度 の長
石、石英 を合む 良好

(外 、内、断)淡
茶仄色

(外)横ナデ後擬凹線文、ナデ  (内)横ナデ、
ミガキ、ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

16図 -15 弥 生 甕
径
径

日
頸

lmm程 度の長石、
石英を少々合む

良好
(外 )淡橙灰色
(内 )淡橙白灰色
(断 )濃灰色

(外)ナ デ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ、
一部ナデ後 ミガキ、ケズリ

C-3区砂礫

層

16図 -16 弥生 甕
径

径
口
頸

1～ 1 5mmの 長石、
石英を合む

(外 、内)一部スス
付着、黄茶灰色

(外)ナデ後多条凹線、横ナデ、ハケロ (内 )

横ナデ、ナデ後 ミガキ、ヘラケズリ
D-3区砂礫
層

16図 -17 弥生 甕
径
径

口
顕

lmm前後の長石、
石英を多く含む

良好

部一

帥備騨
卿
痛
ｍ

(外 )ナ デ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ
ヘラケズリ

包合層

16図 -18 弥生 奏
径
径

口
頸

石英、長石微粒
を多く合む

良好
(外 、内、断)黒
灰色

(外)ナ デ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

G-3区砂深
層

16図 -19 弥 生 奏
径

径
口
頸

lmm前後の長石、
石英を含む

良好
(外)橙灰色一部灰色
(内)橙灰色～橙褐色一部灰色
(断)灰色

(外 )横ナデ、ナデ後多条凹線  (内 )ナ デ核
ミガキ、ヘラケズリ

B-3区砂礫
層

16図 -20 弥 生 甕
径
径

口
頸

(204)

(168)

0 5mm前後の長石、
石英を多く合む 良好 (外 、内)灰褐色

(外)ナ デ後多条凹線、横ナデ、ハケロ (内 )

横ナデ、ヘラケズリ
E-2区砂礫

層

16図 -21 弥 生 甕
(226)

(20_2)

径
径

口
頸

密1～2mm前後の

白色砂粒を合む
良 好

外

内
暗褐色
褐色

(外 )口縁部擬凹線文、頸部ナデ  (内 )口縁
部ナデ、胴部ケズリ

E-3区砂礫
層

16図 -22 弥 生 甕
径
径

口
頸

(245)

(214)

1～ 2mmの石英、長
石をわずかに含む 良好

外

断
内)責褐色
淡黄褐色

(外)ナデ後ヘラ描凹線、ナデ  (内)横ナデ、
ヘラミガキ、ケズリ

E-3区砂礫
層

16図-23 弥 生 寮
径
径

口
頸

(268)

(240)

1～ 2mmの 長石を
やや多く含む

良好 色
色
褐
色

褐
茶
灰

灰
暗
淡

外
内
断

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内 )横ナデ、
ケズリ

B-3区砂礫
層

16図-24 弥生 甕 口径 (374)
lmm前 後の長石、
石英を多く合む

良好
(外 )橙色
(内 、断)淡灰褐色 (外)ナデ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ

E-2区遺構
検出面

17図 -1 弥 生 甕
径
径

口
頸

132)
111)

密2～ 3mmの 白石
砂粒を含む

良好
外

内
黒
明褐色

(外 )口 縁部擬凹線文、頸部ナデ  (内 )口縁
部ナデ、胴部ミガキ

包合層

17図 -2 弥生 菱
径

径
口
頸

139)

107)

0 5mm前後 の石 英
少 しと長石 を多 く
含む

良 好
外

内
色
色

褐
褐

責
黄

(外 )ナデ後擬凹線文 (風化が著しい)、 横ナデ

(内 )横ナデ、ヘラケズリ
E-2区遺構
面

17図 -3 弥 生 奏
径
径

口
頸

lmm以 下の長石、
石英を合む

良好
(外)大部分がスス付者の黒色
(内)茶灰色
(断)茶灰色

(外)横ナデ、ケズリ (内 )ナ デ後多条凹線、
ナデ後ハケロ

E-3区砂礫

層

17図 -4 弥 生 菱
径
径

口
顕

石英、長石粒を

少々合む
良好

色
色
色

褐
褐
褐

淡
淡
淡

外
内
断

(外 )横ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )横ナ
デ、ケズリ後ナデ

F-3区砂礫
層

17図 -5 弥 生 奏
径

径
口
頸

lmm前 後の長石、
石英を多く含む

良好
外

内
淡橙褐色
淡灰責褐色

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内 )横ナデ、
ヘラケズリと思われるが風化の為不明

E-2区遺構
検出面

17図 -6 弥生 斐
径

径
口
頸

0 5mm以 下の長石、
石英を若干含む 良好

(外 )淡灰褐色一部スス付着
黒色
(内 )淡灰褐色一部スス付着

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ、ヘ ラケズ リ

(内 )横ナデ、ヘラケズリ
G-3区砂礫
層

17図 -7 弥生 甕
径
径

口
頸

1～2mmの石実、長
石をやや多く含む 良好

(外 )責褐色
(内)黄褐色一部スス付着
(断 )淡黄褐色

(外 )ナ デ後擬凹線文 (風 化が著 しい)、 ナデ

(内)横ナデ、ケズリ
包合層

17図 -8 弥 生 変
径
径

口
頸

1～ 2mmの 砂粒を

多く合む
良好

外

内
淡橙茶色
淡茶褐色

B-3区砂礫
層

17図 -9 弥 生 菱
(170)
(138)

径
径

口
頸

密2～3mm前後の

白色砂粒を含む
良好 褐色

(外 )口縁部擬凹線文、頸部ナデ、胴部浪状文
(内 )口縁部ナデ、胴部ケズリ

F-4区砂礫
層

17図 -10 弥 生 甕
径

径
口
頸

長石、石英微粒
を多く含む

良 好

外
内
断

黒褐色～淡褐色
明褐色
淡褐色

(外)ナ デ後擬凹線 2段階  (内 )横 ナデ、ヘ

ラ先の押当、ナデ後 ミガキ、ナデ
E-3区砂礫
層

17図 ―■ 弥生 菱
径
径

口
頸

l mm以 下の砂粒
を多く含む

良 好
外

内
淡橙褐色
淡灰褐色

(内 )(外 ) ナ デ ナ デ
E-3区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎   土 焼成 色  調 調整・手法の特徴 他 出土区・層

17図 -12 弥生 甕
径
径

口
頸

(263)

(221)

2～ 3mmの 石英、長
石をやや多く含む 良好

外
内
断

責白色
黄褐色
黄白色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

17図 -13 弥生 甕
径
径

口
頸

(264)

(227)

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡灰色
淡橙褐色

(外)ハケ後横ナデ (内 ) ナ デ
F-3区砂礫
層

17図 -14 弥 生 甕
(261)

(215)

径
径

口
頸

l mm前後の長石、
石英を合む

良 好
色
色
色

灰
灰
灰

茶
茶
茶

淡
淡
淡

外
内
断

(外)横ナデ、ナデ後擬凹線文  (内)横ナデ、
ヘラケズリ (ヘ ラ描の線あり)

D-3区砂礫
層

17図-15 弥生 姿
(25,0)

(206)

径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
白褐色
濁白褐色

外

内
ナデ、ヘラケズリ(内 )ナ デ(外 )

D-3区砂礫

層

17図-16 弥 生 甕
⑫30
(184)

径
径

口
頸

石英、長石微粒
を多く含む

良好
(外 、内、断)淡
褐色

(外 )ナ デ後ヘラ描き凹線、横ナデ、ナデー部ミガキ
あり (内)横ナデ (横 ナデ部分にミガキ)、 ケズリ
部分にミガキあり

C-3区砂礫
層

17図-17 弥生 甕
径
径

日
頸

2mm前後の長石、
石英を多く合む

良好
(外)全体的にススが
多く付着、淡茶褐色
(内)淡茶褐色

(外)日縁部擬凹線文、ナデ  (内 )ナ デ、ヘ

ラケズリ
C-3区砂礫
層

17図-18 弥 生 甕
口径 (217)

頸径 (176)

2 mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)全体的にスス
付着、淡茶褐色
(内 )淡茶褐色

(外)ナ デ  (内 )ナ デ、風化により不明
F-4区砂礫
層

17図 -19 弥 生 甕
(224)

(180)

径
径

口
頸

1～ 2mmの 砂粒を
わずかに合む

良好
(外)一言Rこ スス付着、淡
橙褐色
(内)淡灰掲色、淡橙褐色

ナ デ (内 ) 不 明(外 )

G-3区砂礫
層

18図 -1 弥生 甕
径
径

口
頸

lmm前 後の長石、
石英を含む

良好
(外)全体にスス付
着の黒色
(内 )茶灰色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

B-3区砂礫
層

18図 -2 弥 生 甕
径
径

口
頸

150
118)

lmm程 度の長石、
石英を少し合む

良好
(外 )部分的にスス什者の黒色、灰据色
1内)灰黄掲色
(断 )灰黄掲色

(外 )横ナデ、ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )

横ナデ、ミガキ、ハケロ、ミガキ
E-3区砂礫
層

18図 -3 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
を少し合む

良好
橙褐色
淡橙褐色

外

内
(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内 )横ナデ、
ヘラケズリと思われるが不明

E-2区遺構
検出面

18図-4 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
付ス

色嚇色、淡橙褐騨
∽
課
ｍ

(外)擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナデ、ヘラ
ケズリ

F-3区砂礫

層

18図-5 弥 生 甕
径
径

口
頸

lmm強の石英、長
石粒を少々含む

良 好
(外 、内、断)淡
褐色

卿
利

ナデ後 2段の擬凹文  (内 )横 ナデ、ケ D-3区砂礫
層

18図 -6 弥生 甕
径
径

口
頸

65)
34)

l mm前後の砂粒
をわずかに含む

良 好
(外)全体的にスス
付着、淡灰褐色
(内 )淡灰褐色

(内 )(外 ) ナ デ ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

18図-7 弥 生 密
口径
頸径

lmm前 後の長石、
石英を合む

良好
(外 )一部スス|1着の黒色、黄茶灰色
(内 )資茶灰色
(断)黄茶灰色～茶褐色

(外 )横ナデ、ナデ後多条凹線、横ナデ  (内 )

横ナデ、ケズリ
C-3区秒礫
層

18図-8 弥生 奏
径
径

口
頸

l mm前 後の石英
粒を少々含む

良好
(外 )淡褐色
(内、断)黒褐色

(外 )擬凹線後横ナデ、横ナデ  (内)ミ ガキ、
ケズリ

B-3区砂礫
層

18図 -9 弥生 甕 口径 (183)
lmm以 下の長石、
石英を合む

良好
(外 、内、断)淡
灰白茶色

(外)ナデ後多条凹線、横ナデ  (内)(口縁内
部風化)、 ケズリ

Bラ イン畦

18図 -10 弥 生 甕
(196)

(160)

径
径

口
頸

1～ 2mmの石実、長
石をやや多く含む 良好

色
　
色

褐
色
褐

黒
褐
黒

外
内
断

(外)ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ (風化が著しい)

E-3区砂礫
層

18図 ―■ 弥生 奏
(198)

(160)

径
径

口
頸

lmm以 下の長石、
石英を合む

良好
(外)淡黒褐色～淡黄灰色
(内 )淡黄灰色
(断)淡黄灰色

(外)ナデ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

E-2区砂礫

層

18図 -12 弥 生 甕
径
径

口
頸

0 5mm前後の長石 、
石英 を少々含む

里 好
(外 )ス ス付着 、淡
橙灰褐色
(内 )淡灰褐色

(外)ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ミガキ後横ナデ、ヘラケズリ

F-3区砂礫
層

18図 -13 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の秒粒
を多く含む

良好
研
ん
い

淡橙白色一部
付着
淡橙白色

(外 )ナ デ  (内 )ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

18図 -14 弥 生 甕
径
径

口
頸

lmm程 度の長石、
石英を合む

良好
内)茶灰色
淡茶灰色

外

断
(外 )横 ナデ、ナデ後 2段 の擬凹線、横ナデ

(内)横ナデ
E-3区砂礫
層

18図-15 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm前 後の長石
を多く含む

良好

ス

，ヽ褐色、ス中随
的
家
的

(外 )ナデ後多条凹線、横ナデ  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

G-3区砂礫
層

18図 -16 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
(外 )淡橙灰色一部
スス付着
(内 )淡橙褐色

ナデ、ヘラケズ リ(内 )ナ デ(外 )

E-3区砂礫
層

18図-17 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )口縁部分一部
黒色、淡橙灰色
(内 )淡橙褐色

(外 )凹線、横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

18図-18 弥生 奏
211
171

径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内 )淡灰褐色

(内)横ナデ 不 明

18図 -19 弥 生 姿
90め
(170

径
径

口
頸

2～3mの砂粒を
わずかに含む

良好 的備ｍ

全 体 的 に ス ス

淡灰褐色
淡灰褐色

(内 ) ナ デ
F-3区砂礫

層

18E]― -20 弥生 甕 頸径 (188)
lmm前 後の長石、
石英を多く含む

良 好
(外)灰黄自色～淡灰褐色
(内)灰黄白色
(断)淡黄褐色

(外 )多条凹線、横ナデ  (内)風化
F-2区包含
層上面

19図 -1 弥 生 甕
径
径

日
頸

l mm以 下の砂粒
を合む

(外)淡灰茶色スメ
付着
(内 )淡灰茶色

(外)擬凹線文 (浅い)、 三条の沈線、貝殻によ
る施紋  (内 )ナ デ後 ミガキ、ケズリ

D-3区砂礫
層

19図 -2 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外 )全体的にスス
付着黒色、淡橙色
(内 )淡橙茶色

(外 )ハケロ (内)横ナデ、ヘラケズリ
G-2区
SK-01 No9

19図 -3 弥生 甕
径
径

口
頸

146
121

l mm前 後の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡仄褐色
淡灰褐色

(外)擬凹線文、横ナデ  (内 )ミ ガキ、ヘラ
ケフドリ

D-3区砂礫
層

19図 -4 弥生 変
径
径

口
頸

l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)一部スス付着
黒色、淡茶褐色
(内 )淡茶灰色

(外)擬凹線文、横ナデ貝殻刺突文  (内 )ヘ
ラケズリ

D-3区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量(cm) 胎   土 焼 成 色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

19図 -5 弥 生 奏
径
径

口
顕

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
(外)一部スス付着、黒色、1炎

灰掲色
(内)全体的にスス付者、黒色

(外)多条凹線 (磨耗が著しい)、 横ナデ  (内 )

横ナデ、ヘラケズリ
D-3区砂礫
層

19図 -6 弥 生 甕
径
径

口
頸

(16の

(12の

05～ l mm前 後の長
石、石英を多く合
む

良好
(外)淡貰茶色
(内)淡黄茶色～淡黄茶灰色
(断 )淡灰色～淡黄茶色

(外 )ナ デ後多条凹線、ナデ後列点紋  (内 )

風化により不明

B-3区砂礫
層

19図 -7 弥 生 甕 頸径 (121)
lmm程 度の長石、
石英を含む

良好
(外)一部スス付着の黒色
(内)淡灰白茶色
(断)淡灰色～淡灰白茶色

(外 )ナ デ後多条凹線、横ナデ、貝殻束J突紋
(内 )ミ ガキ、横ナデ、ケズリ

G-3区砂礫

層

19図 -8 弥生 甕
径
径

口
頸

(168)

(144)

石英、長石粒を
密に含む

良
(外 、内、断)淡
褐色

ナデ後凹線 (一条ずつ引く)、 ナデ、ヘラ
(内 )ナデらしいが風化により不明

卿
膿

G-4区砂礫
層

19図-9 弥生 甕
径
径

口
頸

1～ 2mmの 砂粒を
多く含む

良好
(外 )全体的にスス
付着、黒色
(内 )淡橙褐色

(外 )ナ デ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズリ
C-3区砂礫
層

19図 -10 弥生 密
径
径

口
頸

l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内)淡茶灰色

(外)擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、横ナデ
B-3区砂礫
層

19図-11 弥 生 甕
径
径

口
顕

0 5mm前後の砂粒
をわずかに合む

良 好
(外 )全体的にスス
付着、黒色
(内)淡茶褐色

(外 )擬凹線文  (内)横ナデ、ヘラケズリ
C-3区砂礫
層

19図-12 弥 生 甕
(196)

(190)

径
径

口
頸

l mm程 の石英、長
石をわずかに合む 良好

(外)茶掲色、前面にスス付着
(内)淡茶褐色
(断)灰茶掲色

(外)ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

19図 -13 弥 生 甕
(19.5)

(159)

径

径
口
頸

1～ 2mmの 砂粒を
多く合む

良 好
(外 )全体的にスス付着、
淡茶褐色
(内)淡茶褐色、淡橙褐色

(外 )ナ デ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

19図 -14 弥生 奏
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む 良好

(外)淡灰褐色一部
スス付着、黒色
(内 )淡灰褐色

(外 )多条凹線、横ナデ  (内 )横 ナデ、ヘラ
ケズリ

E-3区砂礫
層

19図 -15 弥生 沓 頸径 (162)
1 5mm程度の長石 、
石英 を多 く合む

良好
淡灰褐色
灰色
灰褐色

外
内
断

(外 )ナ デ後多条凹線、横ナデ、ハケ状正具によ
る連続刺突文  (内)横ナデ、 ミガキ、ケズリ

B-3区砂礫
層

19図 -16 弥生 甕
径
径

口
頸

1～ 4mmま での砂
粒をわず力寸こ合む 良好

(外)全体的にスス付
着、黒色、淡黄褐色
(内)淡灰褐色

(外)擁凹線文、横ナデ、ハケロ (内)横ナデ、
ヘラケズリ

C-3区砂礫
層

20図 -1 弥生 奏
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス
付着、淡橙灰色
(内)淡橙褐色

(外)ハケロ (内 )ケ ズリ、横ナデ
C-3区砂礫

層

20図 -2 弥 生 甕
(186)

(101)

径
径

口
頸

密2～ 3mm前後の

砂粒を合む
良 好

里

暗灰褐色

外

内 (外 )口縁部凹線文
F-2区包含

層

20じて―- 3 弥生 寮
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内)淡灰褐色

ナ デ (内 ) ナデ、調整不明(外 )

E-3区砂礫
層

20図 -4 弥生 甕
(138)

(105)

径
径

口
頸

l mm程 度の長石、
石英をわずかに合
む

良好
(外 )大部分スス付着
の黒色～淡黄茶白色
(内 、断)淡黄茶白色

(外 )ナデ後2段の擬凹線、横ナデ  (内)横ナ
デ、 ミガキ、ケズリ

C-3区砂礫
層

20図 -5 弥生 甕
口径 (144)

頸径 (96)
l mm以 下の長石
を若千含む

良好
(外 )淡黄褐色、スス付着黒
色
(内)淡黄褐色一部スス付着

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

G-3区砂礫
層

20図 -6 弥 生 甕
(161)

(128)

径
径

日
頸

05～ 2mmま での

砂粒を多く合む
良好

(外)全体的にスス付
着、黒色
(内 )淡茶褐色一部黒色

(外)ナデ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズリ
C-3区砂礫

層

20図 -7 弥 生 密
径
径

口
頸

1～ 2 mmの 石英、
長石を多く合む

良 好
(外 )淡責白褐色、日縁部にスス付音
(内 )・ l貴白褐色
(断)淡灰色

(外 )ナデ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

20図 -8 弥 生 甕
(15→

(12働

径
径

口
顕

lmm前後の長石、
石英を合む

良好 色
色
褐
色

灰
灰
灰

橙
淡
淡

外
内
断

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)ミ ガキ、
横ナデ、ケズリ

B-3区砂礫
層

20図 -9 弥生 甕
径
径

口
頸

(166)

(117)
石英、長石粒 (lmm
弱)を少々含む 良好

(外)淡褐色～淡橙褐色
(内)濁淡褐色
(llT)濁淡褐色

(外)横ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナ
デ、ケズリ後ナデ、ケズリ

E-3区砂礫
層

20図 -10 弥 生 甕
径
径

口
頸

石英、長石微粒
を少々含む

良好
淡褐 色 スス付

断)淡褐色

俳
着
ｍ

(外 )横ナデ後擬凹線文、横ナデ
E-3区砂礫
層

20図 -11 弥 生 姿
径
径

口
頸

密2～ 3mm前後の

砂粒を含む
良好

(外)黒
(内)ち ゃ褐色

(外 )口縁部擬凹線文  (内 )口縁部ナデ、胴
部ミガキ

Eラ イン畦

20図 -12 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )一部スス付着、
黒色、淡茶褐色
(内 )淡灰褐色

E-3区砂礫
層

20彊]―-13 弥 生 甕
径
径

日
頸

(192)

(150)

l mm弱 の石英 と

長石を者干合む
良 好

(外 、内)

色
淡灰褐 (外)ナ デ後2段の擬凹線、ナデ (内)横ナデ、

ナデ後、 ミガキ、ヘラケズリ
B-3区砂礫

層

20図 -14 弥 生 甕
径
径

口
頸

2 mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
(外 、内)

色
淡橙灰 (外 )擬凹線文、ハケロ (内)横ナデ、工具

跡、ヘラミガキ、ハケロ、ヘラケズリ
F-3区砂礫
層

20図 -15 弥生 甕
径
径

口
頸

⑫40
(184)

lmm程度の長石、
石英を合む

良好

色灰茶

淡橙灰色．納醜
外

内

断

(外)横 ナデ、ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )

横ナデ  (内)積ナデ、ヘラケズリ
G-3区砂礫
層

20図 -16 弥生 甕
径
径

口
頸

(240)
195

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内)淡責灰色

C-3区砂礫
層

20図 -17 弥 生 甕
径
径

口
頸

226)
192)

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )全体的にスス
付着、淡灰帽色
(内 )淡茶褐色

(外 ) ナ デ (内 ) ナデ、ヘラケズ リ
E-3区砂礫
層

21図 -1 弥 生 奏
径
径

口
頸

01～ 0 2mm程 度 の
石英 、長石 を含む

良好
(外)全体にスス付着
の黒色、淡茶灰色
(内)淡茶灰色

(外 )横ナデ、擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナ
デ、ヘラミガキ、ヘラケズリ

C-3区砂礫
層

21図 -2 弥生 変
径
径

口
頸

石英、長石微粒
を少々含む

良好
(外 、内、断)淡
褐色

(外 )横ナデ後、擬凹線 (上 下 2段 )、 横ナデ

(内)ナデ、ミガキ、ケズリ
Bラ イン畦

21図 -3 弥 生 甕
径
径

日
頸

156)

114)

石英、長石微粒
を多く合む

良好
(外)暗褐色、スス付着著しい
(内)1吉褐色～淡禍色
(断)1炎掲色

(外 )横ナデ後擬凹線文、横ナデ、肩部に多条
凹線  (内)ミ ガキ、ケズリ

E-3区砂礫

層



挿図番号 種類 器 種 法量(cm) 胎  土 焼成 1  色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

21図-4 弥生 甕
径
径

口
頸

(165)

(12の

1～ 1 5mm程 度の長
石、石英を多く合
む

I註 究子
徹 顧 枠

鈴 灰色
(外 )横ナデ、ナデ後擬凹線文、横ナデ、ナデ
後多条凹線  (内 )風化のため不明、ケズリ

B-3区砂礫
層

21図 -5 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好健、岬M身 (外)ナ デ  (内 )横ナデ、ヘラケズリ
D-3区砂礫
層

21図 -6 弥 生 甕
径
径

口
顕

2 mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良 好
(外 )全体的にスス付着、
黒色、淡灰褐色
(内)一部黒色、淡橙灰色

(外)ナ デ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫

層

21図 -7 弥 生 甕
径
径

口
頸

(171)

(136)

1～ 2mmの 砂粒を
多く含む

良好

付ス

一部ィこス腫婢
研
着
、ぃ

ナ デ ナデ、ヘラケズ リ(内 )(外)
D-3区砂礫
層

21図 -8 弥 生 甕
口径

頸径

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好

スス

如静嫌
的脩的

(外 ) ナ デ ナデ、ヘラケズリ(内 )

E-3区砂礫
層

21図 -9 弥生 甕
径
径

日
頸

lmm弱の石英、長
石粒を少々合む

良好
(外 、内、断)淡
褐色～淡黒褐色

(外)横 ナデ後擬凹線文 (貝殻か ?)横 ナデ
(内 )横ナデ、 ミガキ、ケズリ

F-3区砂礫
層

21図 -10 弥生 甕
(200)

(163)

径
径

口
頸

01～ 0 5mmの 石
英、長石を含む

良好
(外)淡橙灰色
(内)橙灰褐色～黒
色

(外 )横ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )横ナ
デ、ヘラミガキ、ケズリ後ミガキ

F-3区砂礫
層

21図 ―■ 弥生 甕
径
径

口
頸

密1～ 2mmの 自色

砂粒 を含む
良好

外

内
褐色～黒色
暗褐色

(外 )口縁部擬凹線文、頸部ナデ  (内 )口縁
部ナデ、胴部ケズリ後ミガキ

E-3区砂礫

層

21図 -12 弥生 甕
(19つ

(13働

径
部

口
頸

lmm以 下の長石、
石英を合む

良好
色黒

スス付着の麟純
外
内
断

(外 )ナ デ後擬凹線文  (内 )横 ナデ、粗くミ
ガキ、ケズリ

D-3区砂礫
層

21図 -13 弥 生 甕
口径

頸径

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体にスス付
着の黒色
(内 )淡橙褐色

(外)横ナデ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
C-3区砂礫
層

21図 -14 弥 生 甕
(180)

(141)

径
径

口
頸

石英、長石微粒
を少々合む

良好
外

内
灰色～淡捐色
LIT)淡褐色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横 ナデ、
ヘラによる面とり、ケズリ

C-3区砂礫
層

21図-15 弥生 甕
径
径

日
頸

0 5mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙褐色
暗灰褐色

(外)ナデ  (内)ヘ ラケズリ、ナデ
C-3区砂礫
層

21図 -16 弥生 甕
径
径

口
頸

密2～ 3mm前後の

白色砂粒を含む
良好

外

内
黒色～褐色
淡褐色

(外)口 縁部擬凹線文、頚部ナデ  (内 )口縁
部ナデ、胴部ケズリ

D-3区 砂礫
層
Bラ イン畦

21図 -17 弥生 甕
径
径

口
頸

2 mm以 下の砂粒
を多く合む

良好

外

し
内

淡灰褐色一部
付着
淡橙褐色

(外)擬凹線文ナデ  (内 )横ナデ、ヘラケズリ
B-3区砂礫
層

21図 -18 弥 生 甕
(253)

(197)

径
径

日
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好 ∝
薩
［

全 体 的 にスヌ

黒色
淡茶褐色

ナデ、ヘラケズリ(外 ) (内 )ナ デ
D-3区砂礫
層

22図 -1 弥 生 奏
径
径
高

口
頸
器

2 mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )全体的スス付
着、暗灰褐色
(内 )淡橙褐色

ナデ、ヘラケズ リ(内 )(外) ナ デ
C-3区砂礫
層

22図 -2 弥生 甕
径
径

口
頸

(121)

(86)
1 5mm程 度の長石、
石英を多く合む 良 好

俳)大部分スス付着の具色、仄舜央褐色
(内)灰黄淡褐色～具桐色
(断)灰黄談掲色

(外 )ナデ後擬凹線文、横ナデ、貝殻刺突紋、 ミガキ、
スス多量付着で不明 (内)横ナデ、 ミガキ、ケズリ

C-3区砂礫
層

22図-3 弥 生 甕
129
82

径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス付着、黒色
(内)全体的にスス付着、暗茶
掲色

(外 )擬凹線文、ミガキ  (内 )横 ナデ、ヘラ
ケズリ

E-3区砂礫

層

22図-4 弥生 甕
口径 (124)

頸径 (98)

0 5mm以 下の長石、
石英をわずかに合
む

良好
俳)一部ススllu、 茶灰色―t憶夙色
m)全体的にスス仕音の黒色判官茶灰色

(外 )ナ デ後擁凹線文、ナデ、刺突  (内 )横
ナデ、ナデ後ミガキ、ヘラケズリ

D-3区砂礫
層

22図 -5 弥生 甕
径
径

口
頸

(157)

(101)

lmm前 後の長石、
石英を合む

良好
(外)一部スス仕音の黒色、本撮色
(内)茶褐色
(断)淡茶掲色

(外 )ナ デ後擁凹線文、横ナデ  (内 )横ナデ
(指押えか ?)ケ ズリ

D-3区砂礫
層

22図-6 弥 生 甕
径
径

口
頸

(170)

(125)

1～ 2 mmの 石英、
長石を合む

良好 髄髄腕

外

内

断

スス付着著しい
(外 )ナ デ後概凹線文、ナデ  (内 )横 ナデ、
ヘラミガキ、はり付け粘土、ケズリ

C-3区砂礫
層

22図 -7 弥 生 奏
径
径

日
頸

172
123

l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
(外 )全体にスス付
着、黒色、暗灰褐色
(内 )淡灰褐色

(外 )ナデ  (内)ケ ズリ、横ナデ
C-3区砂礫
層

22図 -8 弥生 甕
径
径

口
顕

(190)

(143)

lmm前 後の長石、
石英を合む

良好 薯協饗
スス付

(内、断)淡茶灰色

(外)ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ミガキ、ケズリ

B-3区砂礫
層

22図-9 弥生 奏
径
径

口
頸

(198)

(145)

l mm以 下の砂粒
をわずかに含む 良好

(外)全体にスス付
着、黒色
(内 )暗灰褐色

(外 )ス ス付着の為不明 (内)横ナデ、ケズリ
B-3区砂礫
層

22図-10 弥 生 甕
径
径

口
頸

0 5mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )淡灰褐色一部
スス付着 (黒色)

(内 )淡橙褐色
(外 )ナデ  (内)ナ デ、ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

22図―■ 弥生 甕
径
径

口
頸

2 mm前 後の砂粒
を多く合む

良好

淡橙褐色 一
付着

、
黒色

聴

卿
薙的

(外 ) ナデ、 ケヽロ (内 )ヘ ラケズ リ、ナデ
C-3区砂礫
層

22図-12 弥 生 甕
径
径

口
頸

(167)

(136)

lmm以 下の長石、

石英を含む
良 好

(外 、内、断)淡
茶灰色

(外)横ナデ、ナデ後擬凹線文  (内)横ナデ、
ケズリ

C-3区砂礫
層

22図 -13 弥 生 甕
口径 (180)

頸径 (135)

密1～ 2mm前後の白
色砂泣を含む (6mm
強もあり)

良好
外

内
黒 (ス ス付着)

掲色
(外 )日縁部擬凹線文、頸部ナデ、胴ハケロ
(内)口縁部ナデ、胴部ケズリ

E-3区砂礫
層

22図-14 弥 生 甕
(194)
(142)

径
径

口
頸

密l mmの 砂粒 を
含む

皇 好
外

内

里

暗褐色
(外 )口縁部擬凹線文  (内 )口縁部ナデ、胴
部ケズリ

B-3区砂礫
層

22図 -15 弥 生 甕
930
(172)

径
径

口
頸

lmm前後の長石、
石英を合む

良好
(外 )茶褐色一部スス付きの黒色
(内 )淡茶褐色
(断 )淡茶褐色～泰褐色

(外)横ナデ、肩部はナデ後三段の凹線、横ナ
デ、ナデ後多条凹線  (内 )横ナデ、ケズリ

C-3区砂礫

層

23図-1 弥生 甕
(140)

(106)

径
径

口
頸

l mm以 下の長石
を多く含む

良 好
(外 )灰黄褐色
(内 )灰黄褐色一部
スス付着

(外〉ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

23匪]―- 2 弥 生 賽
(144)

(110)

径
径

口
頸

01～ lmmの長石、

石英を含む
良好

(外 )一部スス‖意、淮灰色～灰掲色
(山 )一部スス‖き、済反色～褐色
(lF)灰 褐L

(外)ナ デ後二段の擬凹線、横ナデ  (内 )横
ナデ、ナデ後ミガキ、ケズリ

Bラ イン畦



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼 成 色  調 調整 。手法の特徴 。他 出土区・層

23図-3 弥生 甕
径
径

口
顕

(118)

(9_1)

密l mm以 下の砂
粒を含む

良好
外

内
黒
明褐色 鉛ヂy]識輻�寝ゞ券寮襦みズ躍手平〒Б(上 E-3区砂礫

層

23図-4 弥生 甕
径
径

口
頸

(15①

(113)

05～lmmの長石、
石英を多く合む

良好
(外 )全体的にスス
付着の黒色
(内 、断)茶灰色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

D-3区砂礫
層

23図-5 弥生 甕
(166)

(111)

径
径

口
頸

0 5mm以 下 の長

石、石英 を含む
良好

(外 )一部スス‖者の黒色、波そ灰色
(内 )掲色
(断)1炎灰褐色

(外)ナ デ後擬凹線文、横ナデ、肩部多条凹線

(内)横ナデ、ナデ後ミガキ、ケズリー部ミガキ
C-3区砂礫
層

23図-6 弥生 甕
径
頸

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)淡橙褐色一部
黒灰色
(内 )淡褐色

(外)ナ デ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

23図-7 弥 生 甕
径
径

日
頸

177
(120

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )全体 的に スス

肘着、黒色
(内 )淡灰色

(外)ナ デ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

23図 -8 弥生 奏
径
径

口
頸

(18①

(139)

lmm以下の石英 を1

～ 2 mm程 の 長 石
少々含む

良好
(外)黄褐色
(内、断)責褐色、頚
部の辺りにスス付着

(外 )ナ デ後擬凹線文、ナデ  (内 )ナ デ、
ガキ、ケズリ

E-4区砂礫
層

23図 -9 弥 生 甕
径
径

口
頸

05～ 2mmの砂泣
を多く含む

良 好
(外)全体的にスス‖者、黒色
(内)茶褐色一部ススll音、黒
色

(外)ナ デ  (内)ナ デ、ヘラミガキ
E-3区砂礫
層

23図 -10 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好 的髄的

一部 スス付着、
淡灰褐色

淡灰褐色

(外 )横 ナデ、擁凹線文、横ナデ  (内 )横 ナ

デ、ヘラミガキ、ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

23図 ―■ 弥生 甕
径
径

口
頸

162)
117)

0 5mm以 下の長
石、石英を合む

良好
(外 )ス ス付着の黒
色、淡茶灰色
(内、断)淡茶灰色

(外 )ナ デ後擬凹線文、横ナデ、肩部多条凹線

(内 )ナ デ後ミガキ、ケズリ

E-3区砂礫
層

23Eコーー12 弥 生 甕
径
径

口
頸

1～2mmの石英、長
石をわずかに合む 良好

色
　
色

褐
色
褐

黒
褐
淡

外
内
断

(外 )ナ デ後擬凹線文  (内 )横ナデ、ヘラミ

ガキ

E-3区砂礫
層

23図 -13 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内 )淡橙褐色

(外)擬凹線文、ナデ  (内 )ヘ ラミガキ、ヘ

ラケズリ

C-3区砂礫
層

23図 -14 弥 生 奏
径
径

日
頸

(168)

(124)

lmm前 後の長石、
石英を合ひ

良 好
(外)全体にスス付着の黒色
(内、断)茶灰色～責茶灰色

(外)ナ デ後凹線、横ナデ  (内 )横ナデ、ミ

ガキ、ケズリ

C-3区砂礫
層

23図 -15 弥 生 奏
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好

スス

如離陣
的
晴
∩

(外 )ナ デ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E杭 ライン

畦中

23図 -16 弥生 甕
径
径

口
頸

180
12の

0 5mm以 下の長
石、石英を含む

良好
(外 、内、断)白
茶灰色

(外 )ナ デ後二段の擬凹線、肩部貝殻刺突文

(内 )横ナデ、ナデ後 ミガキ、ケズリ

E-3区砂礫
層

23図 -17 弥 生 甕
径
径

口
頸

1～ 2mmの石英を多
く長石、雲母少々
含む

良 好
(外)淡灰褐色、スス
が多く付着
(内、断)淡灰掲色

(外 )ナ デ後凝凹線文、工具で波状文  (内 )

ナデ、ケズリ

C-3区砂礫
層

24図 -1 弥生 密
径
径

口
頸

密1～2mm前後の

砂粒を含む
良好

黒
淡褐色

外

内
(外 )日縁部擬凹線文、頸部ナデ、胴部低形刺

突文  (内)口縁部ナデ、頚部不明
Bラ イン畦

24図 -2 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )全体的にスス付
着、黒色
(内)淡灰褐色一部黒色

(外 )ナ デ  (内)ハケロ、ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

24図 -3 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内 )淡茶褐色

(外 )擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナデ、ヘラ

ケズリ
D-3区砂礫
層

24図 - 4 弥生 甕
径
径

口
頸

石英、長石微粒
を多く合む

良 好
(外 )淡褐色、スス
の付着著しい
(内 、断)淡褐色

(外 )横 ナデ後擬凹線文、横ナデ  (内 )横 ナ
デ、舛ズリ

F-3区砂礫
層

24Eコーー 5 弥 生 密
径
径

口
頸

(189)

(144)

1～ 2 mmの 石英、
長石を合む

良好
(外)橙灰色一部スス付
着
(内)淡橙灰色一部灰色

(外 )横 ナデ後擬凹線文  (内 )横ナデ、ヘラ

ミガキ、ヘラケズリ

B-3区砂礫
層

24図 -6 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)全体的にスス付
着、黒色、淡橙褐色
(内)淡橙褐色一部黒色

(外)ハケロ (内)ナデ、ヘラケズリ
F-3区砂礫
層

24E]―- 7 弥 生 甕
径
径

口
頸

05～2mmま での砂
粒 をわずかに含む 良好

外

内
淡橙灰色
淡茶灰色

擬凹線文、横ナデ、肩部に多条凹線 (磨

(内 )横ナデ、ヘラケズリ
俳
紛

Aラ イン畦

24E]―- 8 弥生 甕
径
径

口
頸

lmm程 度の長石、
石英を合む

良 好
(外)大部分がスス付着の黒色
(内 )灰黄淡掲色～黒褐色
(断)1炎橙灰色と灰色の二層

(外)擬凹線文後ナデ、横ナデ、ハケロ (内 )

横ナデ、ケズリ

C-3区砂礫
層

24図-9 弥 生 甕
径
径

口
頸

密l mm前 後の砂
粒を含む

良 好
(外)黒
(内)褐色

(外)口縁部擬凹線文、胴部ハケロ (内)口
縁部ナデ、胴部ケズリ

F-3区砂礫
層

24図-10 弥 生 甕
径
径

口
頸

密1～ 3mm程度の

砂粒を合む
良好

(外)黒
(内)褐色

(外 )口縁部擬凹線文、頸部ナデ  (内)ナ デ
C-3区砂礫
層

24図 ―■ 弥生 甕
径
径

口
頸

(205)

(145)

lmm以 下の長石、
石英を含む

良好
俳)鉢的にスス付言帽色、燃lBt

(内 )一部黒掲色～淡茶褐色

(断 )灰掲色

(外)横ナデ後擬凹線文、ナデ  (内 )ヘ ラミ

ガキ、ヘラケズリ

D-3区砂礫
層

24図 -12 弥生 甕
口径 (208)

頸径 (168)

密l mm前 後の白
色砂粒を合む

良好 褐色
(外 )口縁部擬凹線文、頸部ナデ  (内 )口縁

部ナデ、胴部ケズリ

E-3区砂礫
層

24図 -13 弥 生 甕
径
径

口
頸

0 5mm前 後の砂粒
を多く含む

良好 鉢
薙脚スス付着、腫

伽
帷
ω

(内 )ヘ ラケズリ、横ナデ
E-3区砂礫
層

24図 -14 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
を密に含む

良好
淡橙灰(外 、内)

色
(外)ナ デ (内)横ナデ

E-4区砂礫
層

25図 -1 弥生 甕
口宅乙  225
顕径 187

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
(外 )淡灰褐色一部
スス

(内 )淡茶灰色
(外)横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

25図-2 弥 生 密
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外 )黒 (ス ス付着)

(内 )褐色
(外 )口 縁部擬凹線文、頸部ナデ、胴部ナデ

(内)口縁部ナデ、胴部ケズリ

B-3区砂礫
層

25図 -3 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙灰色
暗灰色

(外 )ハケロ (内)ヘ ラケズリ
E-3区砂礫
層



挿図番号 種 類 器 種 法量 (cm) 胎   土 焼成 色  調 調整 。手法の特徴 他 出土区・層

25図 -4 弥生 甕
口径
頸径

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
色
色

灰
橙

淡
淡

外
内 (内 )横ナデ

C-3区砂礫
層

25図 -5 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外)淡灰褐色一部
スス付着
(内)淡灰褐色

(外 ) ナ デ (内 )ヘ ラケズリ ナ デ
C-3区砂礫
層

26図 -1 弥 生 甕
径
径

口
頸

密l mm前 後の砂
粒を合む

良好 褐色 (内 )口縁部ナデ、月同部ケズリ Bラ イン畦

26区]―- 2 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm程 度の石英、
長石粒を多く含む 良好

付

婚帥］
∽講く内、

(外)横ナデ、スス付着著しく調整不明  (内 )

横ナデ、ミガキ、ケズリ
D-3区砂礫
層

26図-3 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良 好
外

内
淡橙白色
淡橙白褐色

(外 ) ナ デ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

26匡]―- 4 弥 生 賓
径
径

口
頸

(136)

(111)

0 5mm以下の長石、
石英を若千合む 良好

(外)淡褐色一部スス付着
(内 )淡褐色
(断)淡黒色

(外)横ナデ、従方向のハケロ (内)横 ナデ、
ヘラケズリ

F-4区砂礫
層

26図 -5 弥生 甕
径
径

口
頸

密 良好
(外)全体的にスス付
着、黒色一部淡橙色
(内)淡橙色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫

層

26図 -6 弥生 甕
径
径

口
頸

(183)

(120)
lmm程の石英、長
石をわずかに合む 良好

(外)暗禍色、全体にスス付音著しい
(内 )茶褐色
(断)茶褐色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ケズリ
A-3区砂礫
層

26図 - 7 弥生 甕
径
径

口
顕

(206)

(170)

密1～ 2mmの 砂粒
を合む

良好 淡褐色 ∽
娼

口縁部風化のため不明、頸部ナデ、胴部ハ

(内)口縁部風化のため不明、胴部ケズリ
C-3区砂礫
層

26図 -8 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )全体的にスス‖音、黒色、峰灰色
1内 )全体的にスス付着、黒色、暗ホ色

的
期

横ナデ、横ナデ  (内 )横 ナデ、ヘラケ E-3区砂礫
層

26E]―- 9 弥生 甕
径
径

口
頸

143)
121)

0 5mm以 下の石
英、長石を合む

良好
(外)一部スス‖者の黒色、淡茶灰色
(向)澁茶灰色
(断)淡秦灰色

(外)横ナデ、肩部に多条凹線  (内)横ナデ、
ヘラケズリ

E-3区砂礫
層

26図 -10 弥生 奏
径
径

口
頸

0 5mm以 下の長
石、石英を含む

良好
(外 )一部スス付音の具色、渋恭灰色
(内 )淡茶灰色と黒灰色の二層
(断 )黒灰色～淡黒灰色

(外)横ナデ、肩部に多条凹線 (磨耗) (内 )

横ナデ、ヘラケズリ、指頭圧痕あり
F-4区砂礫
層

26図 ―H 弥生 甕
径
径

口
頸

lmm以 下の長石、

石英を含む
良好

(夕 |)全体的にスス‖音の黒色、橙灰色
(内 )灰茶色～灰色
(断 )橙灰色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ケズリ
F-3区砂礫
層

26図 -12 弥 生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)淡灰褐 色一部
黒色
(内 )淡灰褐色

(外)ナ デ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
F-3区砂礫
層

26図 -13 弥生 甕
径
径

口
頸

213
175

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内)淡灰褐色

(外)横ナデ  (内)ナ デ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

27図 -1 弥生 奏
径
径

口
頸

149
112

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス付
着、黒色、淡茶灰色
(内)淡茶灰色

(外 )横ナデ、ハケロ (内)横 ナデ、ヘラケ
ズリ

C-3区砂礫
層

27図 -2 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好

付

姫弾陣
ぃ
着
、ぃ

(外)横ナデ、肩部に多条凹線、波状文  (内 )

横ナデ、ヘラケズリ
B-3区砂礫
層

27図 -3 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )淡橙褐色、全
体的にスス付着
(内 )淡橙褐色

(外)ナ デ  (内)ナデ、ヘラケズリ
C-3区砂礫
層

27図 -4 弥生 奏
径
径

口
頸

0 5mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス付
着、黒色一部暗灰褐色
(内 )淡灰褐色

∽
利

横ナデ、ハケロ (内)横 ナデ、ヘラケ E-3区砂礫
層

27図 -5 弥 生 甕
径
径

口
頸

1～ 2mmの 砂粒を
多く合む

良好

全

淡橙褐色、こスス付着婢
い
酌ｍ

い
ガ

ナデ、ハケ後ナデ  (内 )ヘ ラケズリ B-3区砂礫

層

27図 -6 弥 生 甕

0 5mm程度の長石、
石英、他の砂粒を
合む

良好
(外)全体的十七スス‖音、黒色、淡辰責褐色
伯)版期色～職随
(帥 淡灰黄掲色

外

内
横ナデ、肩部に多条四線、波条文、ハケロ
ケズリ

F-3区砂礫
層

27図 -7 弥生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂泣
を多く合む

良好
外

内
淡橙色
淡灰褐色

(外)ナデ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズリ
C-3区砂礫

層

27厖]―- 8 弥 生 寮
径
径

口
頸

(204)

(167)

lmm程度の長石、
石英を合む

良好

色望
小鉤・茶褐色

に

色

色

鉢
斬
新

外

内

断

(外 )横ナデ後肩部に櫛描波状紋  (内 )横ナ
デ、ヘラケズリ

D-3区砂礫
層

27図 -9 弥生 甕
径
径

口
頸

0 5mm前後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)全体的にスス付着、黒色
(内)一部スス付着、黒色、淡
費栂色

(外)横ナデ、肩部に多条凹線、ハケロ (内 )

横ナデ
F-3区砂礫
層

27図 -10 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙褐色
橙褐色

(外 )横ナデ、ハケロ、肩部に多条凹線、波状
文、ハケロ (内)横ナデ、ヘラケズリ

C-3区砂礫
層

27図 ―■ 弥 生 甕
径
径

口
頸

(262)

(223)

l mm程 の石英が
やや含まれる

良 好
(外)淡茶白色一部ス
ス付着
(内、断)淡茶白色

(外 )肩部に横ナデ多条凹線  (内 )横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

28図 -1 弥 生 姿
径
径

口
頸

1～2mmの砂粒を
多く合む

良好 的
離
的

淡橙褐色一部

淡橙褐色
(外)ナデ、ハケロ (内 )ナ デ、ヘラケズ リ Bラ イン畦

28図 -2 弥 生 甕 口ぞ乙 (175)
密 l mm前 後の砂
粒を含む

良好 黒、褐色 (外) ナ デ (内 ) ナ デ
C-3区 砂礫層
E-3区砂礫層

28図 -3 弥生 甕
径
径

口
頸

(150)

(127)

密 l mm前 後の砂
粒を含む

良好
外

内
黒
暗茶褐色

ナ デ
D-3区砂礫
層

28図 -4 弥 生 奏 口径 (150)
密 l mm前 後の砂
粒を合む

良好 赤茶褐色 ナ デ
D-3区砂礫
層

28図 -5 弥 生 甕
径
径

口
顕

(157)

(139)

0 5mm以下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙灰色
淡橙褐色

(外 ) す テ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

28彊]―- 6 弥 生 奏
径

径
口
頸

(184)

(142)

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外)淡橙色一部黒
色
(内 )淡橙褐色

(外) ナ デ (内 ) ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層
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28図 -7 弥生 重 甕 口径 (178)
l mm以 下の白色
砂粒を含む

良好
(外 )黒
(内 )褐色

ナ デ
E-3区砂礫
層

28図 -8 弥 生 甕
径

径
口
頸

(179)

(147)

0 5mm以下の長石、
石英を少々含む 良好

(外)一部スス付着、9t、 灰責褐色
(内 )灰黄淡偶色,暗灰色
(断)灰黄淡掲色

(外)横ナデ  (内 )横ナデ、指ナデ、ケズリ
A-3区砂礫
層

28図 -9 弥 生 甕
径
径

口
頸

lmm程の石英がや
や多く含まれる

良好
(外)淡責褐色、前面にススが付着
(向)責褐色
(断)淡茶褐色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ケズリ
E-3区砂礫
層

28図 -10 土師器 甕
径
径

口
顕

石英、長石、微
粒をわず力Wこ含む

良
(外 )黒色
(内 、断)淡褐色

日唇に凹線あり (外)横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

28図 -11 土師器 甕 頸径 (124)
lmm以 下の長石、
石英を合む

良 好
外

断
内)淡褐色

灰白色
(外)連続束J突文あり、他は風化  (内)風化

E-2区包合
層上

28図 -12 土師器 甕
径
径

口
頸

石英、長石、微
粒をわず力寸こ合む

良好
(外 、内)淡褐色
(断)黒色

口唇に凹線あり (外)横ナデ  (内)横ナデ、
ケズリ

E-3区砂礫
層

28匡コーー13 弥 生 甕
径
径

口
頸

0 5mm以下の長石 、
石実 を者干含む 良 好

外

内
灰黄褐色
灰黄褐色

(外)横ナデ  (内)横ナデ、ヘラケズリ
E-3区砂礫
層

28図 -14 弥生 甕
径
径

口
頸

(206)

(159)

1～ 2mm前後の砂
粒をわず力Wこ合む

良好 黒責灰色 (外)回転ナデ  (内 )ヘ ラケズリ
F-3区砂礫
層

28図 -15 弥生 甕
径
径

口
頸

優03)

(149)

0 5mm以下の長石、
石英を少々合む 良好

(外)一部スス付着の
黒色、淡灰黄褐色
(内、断)淡灰黄褐色

的
刺

横ナデ  (内)横ナデ (指ナデあり)、 ケ E-3区砂礫
層

28図 -16 弥生 奏
径
径

口
頸

(210)

(171)

0 5mm以下の長石、
石英を若干合む 良好

(外)淡灰褐色一部スス付
着、黒色
(内)淡褐色一部スス付着

(外)横ナデ (内)横ナデ 包合層

28図-17 弥生 甕
径
径

口
頸

(230)

(178)

2 mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
橙褐色
淡橙褐色

(外 ) ナ デ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

29図 -1 弥生 甕
口径 (102)

頸径 (84)
密2～ 3mm前後の

砂粒を合む
良好 (外 、内)茶褐色 (外)ナ デ  (内 )日縁部ナデ、胴部ケズリ

C-3区砂礫
層

29図 -2 弥 生 甕
径

径
口
頸

(137)

(92)
密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良好

外

内

里

茶褐色
(外)ナ デ  (内 )ナ デ、ミガキ、ケズリ

B-3区砂礫
層

29匠]―- 3 弥生 奏
径

径
口
頸

(146)

(131)

密i nm前 後の砂
粒を含む

良好
(外 、内)

色
暗茶褐

(外)ナ デ  (内)ナ デ、ケズ リ
D-3区砂礫
層

29図 -4 弥生 甕
口径 (107)
頸径 (85)

密2～ 3mm前後の

砂粒を含む
良 好 (外 、内)乳褐色 (外)ナ デ  (内)ナ デ、指頭圧痕

E-3区砂礫
層

29図 -5 弥生 甕
径
径

口
顕

(12つ

(92)
密2～3mm前後の

砂粒を含む
良好 (外 、内)茶褐色 (外 ) ナ デ

D-3区砂礫
層

29[∃ ―- 6 弥 生 甕
径
径

口
頸

(172)

(138)

密l mm前 後の砂
粒を合む

良好 (外 、内)茶褐色 (外 ) ナデ、風化のため調整不明
E-4区砂礫
層

29図 -7 弥 生 奏
径

径
口
頸

(157)

(130)

密l mm前 後の砂
粒を合む

良好 (外 、内) 橙褐色 (外)風化のため不明  (内)ケ ズリ
F-4区砂礫
層

29図 -8 弥生 甕
径

径
口
頸

05～ 2mmの砂粒
をわずかに合む

良 好
外

内
淡灰色
淡橙褐色

い
利

ハケ後横ナデ、ナデ  (内 )横ナデ、ケ
Aラ イン畦

29図 -9 弥生 甕
径

径
口
頸

(172)

(145)

0 5mm以下の長石、
石英をわずかに合
む

良好
(外 、内、断)法
茶灰色

(外 )ナ デ後 ミガキ  (内 )ナ デ後 ミガキ、ヘ

ラケズリ

E-3区砂礫
層

29図 -10 弥 生 甕
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好 (タ ト 、 内)淡橙色 (外)ナデ、ハケロ (内)ナ デ、ヘラケズ リ
G-4区砂礫
層

29図 -11 弥 生 甕
径
径

口
頸

(214)
170

密1～2mm前後の

砂粒を含む
良好

(外 、内)暗茶褐
色

(外)ナ デ、ハケロ (内)ナデ、ケズリ
C-3区砂礫
層

29図 -12 弥生 注目上器
l mm前 後の砂粒
を合む

淡灰茶一部橙褐色、
下半はスス炭化物
付着、黒色

7拳、読 塀ワ政も!棒棋材鋤
C-3区砂礫
層

29図 -13 弥 生 注目土器
1～ 2mmの 砂粒を
含む

灰白茶色 (一部橙
茶色をおびる)

(外)ヘ ラミガキ  (内 )ヘ ラケズリ、工具に

よるタテ方向のスジロあり

F-3区砂礫
層

29図 -14 弥生 注口土器
l mm前 後の砂粒
を含む

黒褐色
(外)粗いハケロ (内 )注目・・ヘラケズリ、

胴部・・ヘラケズリ
G-3区砂礫
層

29図 -15 弥 生 注目土器
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
(外 )ス ス付着の黒
色、淡橙色
(内 )淡橙灰色

(外)ハケロ (内)ハケロ
E杭 ライ ン

畦

29図 -16 弥生 注目土器
l mm前 後の砂粒
を多く合む

淡橙白色 (外)風化により不明 (内)横方向のケズリ
G-4区砂礫
層

29E]―-17 弥生 注口土器 細砂を多く含む 黄灰白色 風化により不明 包含層

29[コ ーー18 弥 生 注目土器 細砂を多く含む
黄白茶、半分黒褐
色

風化により不明
F-4区砂礫
層

30図 -1 弥生 壷
l mm以 下の砂粒
を含む

外

内
黄灰色
黄灰黒色

波状文
B-3区砂礫
層

30図 -2 弥 生 士笠
l mm以 下の細砂
を含む

片
色

内
灰

外
断

黄灰茶色
波状文、クシ状工具による凹線

B-3区砂礫
層

30図 -3 弥生 士笠
l mm前 後の砂粒
を多く合む

(外 、内)橙色 おび
た 黄 白色 (内 面 一

部灰色)

(外 )波状文  (内)ナ デ、風化により調整不明
F-4区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整 。手法の特徴 。他 出土区・層

30図 -4 弥 生 甕
l mm前 後の白黒、
赤色の砂粒を含む

外

内
灰黒色
淡茶

(外)貝殻による文様あり (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

30図 -5 弥生 重
l mm前 後の砂粒
を含む

外

内
黄白茶色
黒灰色

(外)き ざみ目、ヘラによる斜線文  (内)ナ デ
C-3区砂礫

層

30E]―- 6 弥 生 甕
lmm程度の長石、
石英を含む

良 好
(外)一部スス付者の黒色、褐灰色
(内)嗜灰色
(断)桐色

(外 )ナ デ後貝殻による連続刺突文  (内 )ケ
ズi,

D-3区砂礫
層

30図 -7 弥生 甕
1～ 1 5mmの 長石、
石英を多く含む

良好
(外)全体的にスス付
着の黒色
(内、断)灰責褐色

(外)多条凹線、貝殻による連続刺突文  (内 )

ケズリ
D杭畦

30図 -8 弥 生 甕
l mm以 下の砂粒
を合む

付スス絶　絶

彿
詢
的

(外 )ク シ状工具による凹線、貝殻による斜線
(内)ナ デ、ケズリ

C-3区砂礫
層

30図 - 9 弥 生 甕
lmm程度の長石、
石英を合む

良 好
(外)全体的にスス付
着の黒色、灰褐色
(内、断)灰黄褐色

い
利

ナデ後貝殻による連続刺突文  (内 )ケ E-4区砂礫
層

30図 -10 弥生 甕
1～ 2mmの砂粒を
多く合む

良好
(外)全体的にスス
付着の黒色
(内 )淡茶褐色

D-3区砂礫
層

30図 -11 弥 生 甕
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)淡灰褐色、一
部スス付着、黒色
(内)淡灰茶色

F-3区砂礫
層

30図 -12 弥生 寮
2 mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)全体的にスス
付着の黒色
(内)灰褐色

F-4区砂礫
層

30図 -13 弥 生 壼
1～2mmの砂粒を
多く含む

ナ
色

内
灰

外
断

白茶色 (外 )列 点紋、斜線文 (貝 殻か ?)列点文
(内)ケ ズリ

F-4区砂礫
層

30図 -14 弥 生 寮
lmm程度の長石、
石英を含む

良好

外
内
断

淡灰褐色
灰褐色
灰黄褐色

(外 )ヘ ラ状工具による刺突文 ミガキ? (内 )

ケズリ
Bラ イン畦

30図 -15 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を含む

外

内
黒褐色
黄灰褐色

(外 )ク シ描凹線、貝殻文  (内)ケ ズリ
C-3区砂礫

層

30[電 ―-16 弥 生 甕
1～ 2mmの砂粒を

多く合む
良好

研
利
ｍ

淡灰褐色、ヌ
者黒色
淡茶灰色

D-3区砂礫
層

30図 -17 弥生 甕
1～ 2mmの砂粒を
多く含む

良好
外

内
淡黄灰色
淡黄灰色

C-3区砂礫
層

30図 -18 弥 生 甕
1～ 2mmの砂粒を
合む

外

内

スス付着
淡黄茶色

(外 )ク シロによる横線、貝殻による爪形文、
下部スス付着により不明  (内)ケ ズリ

C-3区砂礫
層

30図 -19 弥 生 甕
lmm程 度の長石、
石英を少し合む

良 好

外
内
断

黒色～灰褐色
暗褐色
灰褐色

(外 )ハ ケ状工具による連続束1突 文、ハケロ
(内 )ケ ズリ

G-3区砂礫
層

30区]―-20 弥生 姿
l mm前 後の白色
砂粒を含む

，
色

内
灰

外
断

灰黒色 (外)ク シ状工具による連続刺突文、ナデ後粗
いミガキ  (内)ケズリ

E-3区砂礫

層

30図 -21 弥 生 菱
l mm位 の長 石 、
石英を多く合む

良好
(外)灰褐色、一部スス付着の黒色
(内)灰褐色
(断)淡責褐色

∽
痢

ナデ後貝殻による連続束J突文  (内 )ケ F-3区砂礫
層

30図 -22 弥生 甕

長
含

の
くｍ程修『穣

卜
石、む

良好
(外)部分的にスス付
者の黒色、淡灰黄褐色
(内 、断)淡灰黄褐色

外

内

ハケロ、ヘラ状工具による連続刺突文
ケズリ

E-3区砂礫
層

30区]―-23 弥生 寮
1～ 2mmの砂粒を
多く含む

良好

ス

騨着、黒色騨
的
対
∩

D-3区砂礫
層

30図 -24 弥生 甕
1～ 1 5mm程度 の長
石、石英 をまば ら
に合む

良好
外

断
内)淡灰褐色
灰褐色

(外 )ハ ケロ、貝殻による連続刺突文  (内 )

ハケロ
F-4区砂礫
層

30図 -25 弥 生 甕
2 mm前 後の砂粒
を多く合む

(外 、内)

色
灰白茶 (外)粗いハケロ、斜線文 (ク シか ?)粗いノ

ケロ後ミガキか? (内)ケズリ
E-3区砂礫

層

30図 -26 弥 生 甕
1～ 2mm程の砂粒
を含む

良好
(外)一部スス付着
の黒色、栓灰色
(内 、断)橙灰色

(外)貝殻による連続刺突文、多条回線  (内)

ケズリ
E-3区砂礫
層

30E]―-27 弥 生 甕
l mm前 後の砂粒
を多く含む

(外)黒 (多 量のス
ス、炭化物付着)

(内)白茶

(外)浅い凹線文、貝殻文ツメ型  (内 )ケ ズ

リ後ナデ
D-3区砂礫

層

30[で 一-28 弥 生 甕 良好
(外)部分的にスス付
着の黒色、灰白色
(内 、断)灰白色

(外 )貝殻による連続刺突文、ハケロ (内 )

ケズリ
C-3区砂礫
層

30優]―-29 弥生 甕
l mm以 下の砂粒
を合む

(外 、内)白 橙色 (外 )波状紋、凹線 (風化)一同じ工具使用か?3本
のクンによる連続束U突文  (内)風化により不明

E-3区砂礫
層

30図 -30 弥 生 奏
l mm前 後の砂粒
を含む

(外 、内)白橙色
(外)凹線、3本のクシによる連続刺突文、ミガ

キか? (内)風化により不明

C-3区砂礫
層

30図 -31 弥 生 甕
l mm前 後の砂粒
を含む

(外 、内)

色
灰白茶 外

内

タテ方向のハケロ後波状文 (大 きな山形)

ケズリ
E-3区砂礫
層

30図 -32 弥 生 霊

粒
合

砂
く

色
多

白
を

の２ｍｍ
殉

卜
幅
む

外

内
黄白灰色
黒灰色

(外)表面風化ハケロか ?波状文と思われるが

連続するかは不明  (内)ケ ズリ
B-3区砂礫

層

30優雪―-33 弥 生 重
l mm前 後の砂粒
を含む

俳
色

内)灰 白茶 (外)粗いハケロの上に円形刺突文、下部に波
状文  (内 )ハケロ

E-3区砂礫
層

30図 -34 弥生 士霊
l mm前 後の砂粒
を含む

外

内
黄白茶色
灰茶

(外 )波状文の下部が残る、4条の凹線  (内)

ケズリ
B-3区砂礫
層

31図 -1 弥 生 士霊
l mm前 後の砂粒
を合む

(外 、内)仄 白茶
色 (下 部は灰茶)

外

内

ナデ、貝殻による羽状文、 2条 の凹線
ケズリ

G-4区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量(cm) 胎  土 焼成 色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

31図 -2 弥 生 重
l mm以 下の砂粒
を含む

(外)灰色～黒褐色
(炭化物付着)

(内)灰色～黒褐色

(外)貝殻による羽状文、下部は横方向のミガキ

(内 )ケ ズリ

E-3区砂礫
層

31図 -3 弥 生 密
色褐

茶
黒
灰

外
内

(外 )貝殻による羽状文  (内)ナ デ、ケズリ
F-3区砂礫
層

31図 -4 弥生 甕
l mm以 下の砂粒
を合む

(外 、内)灰茶色
(所 々スス付着)

(外 )貝殻による羽状文  (内)ナ デ、ケズリ
C-3区砂礫
層

31図 -5 弥 生 甕
l mm前後の砂粒
を含む

(外)黒 (多 量のス
ス、炭化物付着)

(内 )褐色
(外)貝殻による羽状文、ミガキ (内)ケ ズリ

E-3区砂礫
層

31図 -6 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を含む

外

内
黒褐色
濃褐色

(外 )ナ デ、貝殻による羽状文  (内)ナ デ、
ケズリ

C-3区砂礫

層

31図 -7 弥 生 甕
lmm以 下の長石、
石英を合む

良好
(外 )灰責白色
(内 )褐色
(断 )灰黄白色

(外 )ヘ ラ状工具による斜線文  (内)ケ ズリ
F-2区包含
層

31図 -8 弥 生 甕
1 5mm程 度の長
石、石英を合む

良 好
(外)灰自色
(内)灰自色と淡灰色の二層
(断)灰自色

(外 )ナ デ後貝殻による連続刺突文、ハケロ

(内)ケ ズリ
F-4区砂礫
層

31図 -9 弥生 器台 細砂を合む
(外 、内)淡茶～

黒褐色
(外)4条の凹線、貝殻による羽状文、2条の凹
線 (風化で浅い) (内)風化により不明

C-3区砂礫
層

31図 -10 弥 生 甕
l mm以 下の砂粒
を含む

(外)黒褐色、スス
付着
(内 )灰褐色

(外)貝殻文、4条のヘラ描沈線、ミガキ (内 )

ケズリ
D-3区砂礫
層

31図 ―■ 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を多く含む

外

内
灰白茶色
灰褐色

(外 )貝殻文  (内)ケ ズリ
D-3区砂礫
層

31図 -12 弥 生 甕
lm以下の細砂
を合む

(外 、内)灰茶色
※赤色顔料付着

(外 )貝殻文、沈線  (内)ケ ズリ
D-3区砂礫
層

31図 -13 弥 生 甕
l mm前 後の砂粒
を含む

(外)黄褐色、スス
付着
(内 )黄褐色

(外)貝殻文、下部にも文様あるが不明  (内 )

ケズリ
C-3区砂礫
層

31図 -14 弥生 奏
1～ 2mmの 砂粒を
多く含む

研
色

内)灰黒褐 (外 )貝 殻文様 、風化 によ り凹線の数不明
(内 )ケ ズリ

D-3区砂礫
層

31図 -15 弥 生 甕
lmm前 後の砂粒
を含む

(外 )灰黒色 (ス ス、
炭化物付着)

(内 )灰黒茶色
(外 )貝殻文  (内 )ケ ズ リ

F-4区砂礫
層

31図 -16 弥生 甕
l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

(外)黒 (ス ス、炭
化物付着)

(内)灰褐色
(外 )凹線、貝殻文  (内)ナ デ、ケズリ

D-3区砂礫
層

31図 -17 弥 生 奏
l mm前後の砂粒
を多く合む

俳
色

内)灰黄茶 (外 )貝殻文、クシ状工具による凹線  (内 )

ケズリ

E-3区砂礫
層

31図 -18 弥 生 甕
2 mm前 後の白色砂
粒 (石英)を合む

下

呻抑聴
い籐ｍ

(外)貝殻文  (内)ケ ズリ
B-3区砂礫
層

31図 -19 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を合む

外
内

黒 (ス ス付着)

灰茶～黒褐色 (外)貝殻文  (内)ケ ズリ
E-3区砂礫
層

31[]―-20 弥 生 甕
l mm以 下の砂粒
を少し合む 茶

茶
灰

濃
黒

外
内 (外 ) 貝殻文 (内 )ケ ズ リ

B-3区砂礫
層

31図 -21 弥 生 甕
ス部

一【⊃囃
呻
対
的

(外 ) 貝殻文 (内 ) ナ デ
C-3区砂礫
層

31図 -22 弥生 甕 細砂を合む
(外 、内)

色
淡橙灰

(外)貝殻文  (内 )ケ ズリ
C-3区砂礫
層

31図 -23 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を合む

(外)灰 白茶色 (一

部黒斑あり)

(内 )灰白茶色
(外)貝殻文、4条の凹線  (内)ケ ズリ

D-3区砂礫

層

31図 -24 弥 生 甕
2 mm前 後の白色
砂粒を含む

俳
⊃
的

茶色 (ス ス付

灰白色
(外 ) 貝殻文 (内 )ケ ズリ

B-3区砂礫
層

31歴]―-25 弥 生 甕
1～ 2mmの 砂粒を
含む

(外)黒色 ～黒褐 色
(炭 化物付着)

(内 )黒色 ～黒褐色
(外) 貝殻文 (内 )ケ ズリ

B-3区砂礫
層

31E]―-26 弥生 甕
1～ 2mmの 砂粒を
合む 撃

的
，

ぉ内
髄

外

一言
(外 )ヘラ描による沈線、貝殻文  (内)ケ ズリ

C-3区砂礫
層

31図 -27 弥 生 甕
1～ 2mmの 砂粒を
多く含む

(外)黒褐色～黒色
(炭化物付着)

(内 )黒褐色～黒色

(外 )貝 殻文 (炭 化物の付着により不明瞭)

(内)ナ デ、ケズリ
E-3区砂礫
層

31図 -28 弥生 甕
l mm前 後の砂粒
を少し合む

外

内
黒褐色
濃茶

(外 )貝殻文  (内)ケ ズリ
B-3区砂礫
層

31Eコ ーー29 弥 生 注目土器
l mm前 後の自色
砂粒を合む

(外 、内)

色
灰白茶 (外 )貝殻文、凹線の上に円形連続刺突文

(内 )ケ ズリ
C-3区砂礫
層

31図 -30 弥生 士箆
l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

(外 、内)

色
灰白茶 (外)ミ ガキ、5条の凹線、連続 した勾玉状の文

様  (内)ミ ガキ、ケズリ
E-3区砂礫

層

31図 -31 弥 生 重
l mm以 下の砂粒
をわずかに合む

(外 、内)

色
灰白茶

(外 )連続勾玉文、凹線  (内)ケ ズリ
C-3区砂礫
層

31図 -32 弥生
l mm以 下の細砂
を含む

外

内
黒褐色
灰茶

(外 )円形刺突文、貝殻文  (内)ケ ズリか不明
D-3区砂礫

層

31図 -33 弥 生
l mm以 下の砂粒
を含む

(外 、内)黒褐色
(外 )三 童の円形文が亀甲状 に連続 、凹線
(内 )ケ ズリ

C-3区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

32図 -1 弥 生 士霊
底径 (108)

残存高 90
1～ 3mmの 砂粒を
多く合む

良好
(外 )淡灰褐色、一
部スス付着、黒色
(内)淡灰褐色

(外)ナデ  (内)ヘ ラケズリ、ヘラミガキ
E-3区砂礫
層

32図 -2 弥生 霊

く
高

径
存

底
残

緻密l mm以 下の
砂粒を合む

良好
外

内
黒
茶褐色

(内 )ミ ガキ
F-3区砂礫
層

32匪コーー 3 弥 生 壷
底径 (26)
残存高 20

0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス付
着、黒色
(内)スス付着、黒色

(外)ス ス付着調整不明  (内)ヘ ラケズリ
D-3区砂礫

層

32図 -4 弥生 一霊
底径 (66)
残存高 24

緻密l mm以 下の

砂粒を合む
良 好 黒 (外 )ミ ガキ

C-3区 砂礫
層
Bラ イン畦

32図 -5 弥 生 士笠
く
高

径
存

底
残

密2～ 3mmの 砂粒
を合む

良好
(外 )黒～暗茶褐色
(内 )茶褐色 (外 )底部ハケロ

G-4区砂礫
層

32図 -6 弥 生 三
底径 (96)
残存高 38

密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良好 赤褐色～淡茶褐色 (内)ケ ズリ

F-3区砂礫
層

32図 -7 弥生 奏
底径 (34)
残存高 17

密2～3mmの 砂粒
を合む

良好 黒 (外 )ハケロ
E-3区砂礫
層

32図 -8 弥 生 費
底径 (32)
残存高 22

密2～3mm前後の

砂粒を含む
良好

外

内
淡茶褐色
淡赤褐色

(外 )ハケロ Bラ イン畦

32図 -9 弥生 奏
底径 (41)
残存高 22

密2～3mmの 砂粒
を合む

良好 茶褐色 風化のため不明
F-4区砂礫
層

32図 -10 弥 生 甕
く
高

径
存

底
残

密2～ 3mmの 砂粒
を含む

良 好 里 (内 )ケ ズリ
D-3区砂礫
層

32図 ―H 弥 生 密
底径 (

残存高
密1～ 2mmの 砂粒
を含む

良好
外

内
暗黄褐色
黒

(外)ミ ガキ (一部その後ナデ) (内 )ケ ズリ
C-3区砂礫
層

32図 -12 弥生 奏
底径 (50)
残存高 18

密1～ 2mm前後の

砂粒を合む
暗灰褐色 (外 )ミ ガキ (内 ) 不明

C-3区砂礫
層

32区]―-13 弥生 甕
く
高

径
存

底
残

密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良好 里

〔
(タト) ガ キ (内 )ミ ガキ

E-3区砂礫

層

32図 -14 弥生 甕
底径 (48)
残存高 18

密1～ 2mm前後の
砂粒を含む

良好
外
内

黒
淡橙褐色 ～黒

(外)ハケロ (内)ケ ズリ
E-3区砂礫
層

32図 -15 弥 生 甕
底径 (61)
残存高 27

密l mm前 後の砂
粒を合む

良好 暗茶褐色 (外 )ハケロ
G-4区砂礫
層

32図 -16 弥 生 甕
底径 (69)
残存高 38

lmm程度の長石、
石英を多く合む

良好

黒．白茶灰色難］
外
内
断

(外)ミ ガキ (内)ナ デ後一部ミガキ、横ナデ
D-3区砂礫
層

32図 -17 弥生 甕
く
高

径
存

底
残

密l mm前 後の砂
粒を含む

良 好
外

内

里

暗茶褐色
(外)ハ ケロ (内)指頭圧痕

E-3区砂礫
層

32図 -18 弥 生 甕
底径 (60)
残存高 35

lmm以 下の長石、
石英を多く合む

良好

スス

聴　聴
卿備
ｍ

(外)ハ ケロ (内)ヘ ラケズリ (底面)′
ケナデ

E-3区砂礫

層

32図 -19 弥生 甕
底径 (62)
残存高 53

1～ 1 5mm程 度の長
石、石英を多く合
む

良好
ll・ l波橙辰色～茶褐色～黒け呟りまだけ
(内)茶褐色～黒
鏃)淡版色

(外 )ナ デ後ハケロ (内)ヘ ラケズリ (底
面)不定方向のナデ

E-3区砂礫
層

32図 -20 弥 生 甕
底径 (58)
残存高 51

密1～ 21m前後の

砂粒を合む
良好

外

内
暗灰褐色
灰褐色

(外 )ミ ガキ (表面が少し票」離) (内 )ケ ズリ
G-3区砂礫
層

32図 -21 弥 生 甕
底径 (54)
残存高 37

密2～3mm前後の

砂粒を含む
良好 黒 (外)ミ ガキ (内)ケ ズリ

F-3区砂礫
層

32図 -22 弥 生 甕
く
高

径
存

底
残

密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良 好

外

内
淡橙褐色
暗茶褐色

(外 )ハケロ (内 )ケ ズリ
F-4区砂礫
層

32図-23 弥 生 甕
底径 (

残存高
密2～3mm前後の

砂粒を含む
良好

外

内
暗灰褐色
黒

(外)ハケロ (内 ) 指頭圧痕
D-3区砂礫層
F-4区砂礫層

32図 -24 弥 生 甕
底径 (58)
残存高 33

密1～2mm前後の

砂粒を含む
良好 暗茶褐色 (外 )ハケロ (内 )ケ ズリ

E-3区砂礫
層

32図 -25 弥生 甕
底径 (46)
残存高 23

密l mm前 後の砂
粒を含む

良好
(外)黒
(内)茶褐色

(外 ) ナ デ (内 )指頭圧痕
E-3区砂礫

層

32E]―…26 弥生 甕
く
高

径
存

底
残

密2～3mm前後の

砂粒を合む
良好 乳褐色 (外)風化のため不明  (内)胴部ケズリ

F-4区砂礫
層

32図 -27 弥 生 奏
底径 (50)
残存高 33

密l mm前 後の砂
粒を含む

良 好 黒～暗灰褐色 (外 )″ ケヽロ (内 )ケ ズリ C-3区 砂礫層
D-3区砂礫層

32図 -28 弥生 甕
底径 (30)
残存高 41

密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良好

外

内
黒
灰褐色

(外)ミ ガキ (内)ケ ズリ
C-3区砂礫
層

32図-29 弥 生 甕
く
高

径
存

底
残

密l mm前 後の砂
粒を含む

良 好 淡橙褐色 不 明
C-3区砂礫
層

32図 -30 弥 生 甕
底径 (

残存高
密l mm前 後の砂
粒を含む

良好
外

内
乳白色
暗灰褐色

不 明
G-4区砂礫
層

32図 -31 弥生 甕
底径 (78)
残存高 43

l mm以 下の砂粒
を多く含む

良 好
外

内
淡橙灰色
暗灰茶色

(外 )ハケロ (内 )ヘ ラケズリ
G-3区砂礫
層

32図-32 弥生 甕
底径 (70)
残存高 78

密2～ 3mm前後の

砂粒を含む
良好

褐橙

雑黒鞭
卿
色．ｍ

(外 )ハ ケロ (内)指頭圧痕、ケズリ
F-4区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

32匡]―-33 弥 生 甕
底径 (101)

残存高 48
lmm前 後の石英、
長石を少し合む

良好
(外)全体的にスス‖音、淡茶褐色
(内)灰褐色
(断)淡灰褐色

(外 )ハ ケロ (内)ケ ズリ後ナデ
F-4区砂礫
層

32Eコ ーー34 弥 生 姿
底径 (

残存高

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)全体的にスス
付着、黒色
(内)暗茶褐色

(外 )ハ ケロ (内)ヘ ラケズ リ
C-3区砂礫
層

32厘]―-35 弥生 甕
底径 (38)
残存高 23

l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
(外)全体的にスス付
着、黒色、暗茶色
(内)淡灰褐色

(外)ハケロ (内)ヘ ラケズリ
A-3区砂礫
層

32E]―-36 弥 生 奏
く
高

径
存

底
残

密l mm以 下の砂
粒を合む

良好
外

内

里

暗茶褐色
(外)ハケロ (内)指頭圧痕、ケズリ

D-3区砂礫
層

32E]―-37 弥生 甕
底径 (37)
残存高 72 媒埓鵬穂

ｌｍ
長

む
皇好

(外)淡褐色 (ス ス
が著しく付着)

(内 )淡褐色
(外)ハケロ (内)指頭圧痕、ケズリ

D-3区砂礫
層

33図 -1 弥生 器 台 口径 (120)
l mm前 後の砂粒
を含む

良好
外

内
淡茶色
淡茶色

(外)ナ デ、凹線  (内)ケ ズリ後 ミガキ
C-3区砂礫
層

33図 -2 弥生 器 台 口径 (178)
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡灰橙色
淡灰橙色

(外)ナ デ、凹線  (内)ナ デ、ミガキ
C-3区砂礫
層

33図 -3 弥 生 器 台 底径 (142)
2 mm以 下の砂粒
を多く含む

良 好
俳
耗
い

赤色顔料付着、

淡灰褐色
卿
舛

ミガキ、脚擬凹線文  (内 )ケ ズリ後 ミ G-3区砂礫
層

33じ]―- 4 弥 生 器 台 口径 194
2 mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )淡灰褐色
(内)淡灰褐色一部
黒色

(外 )郭 ナデ後擬凹線文、ミガキ、脚擬凹線文

(内 )イケズリ後ミガキ、脚ケズリ

G-3区砂礫
層

33図 -5 弥生 器台 底径 (132)
1～ 2mmの 砂粒を

多く含む
良好

外

内
淡灰褐色
淡橙褐色

(外 ) ナ デ (内 )ケ ズ リ ナデ
G-3区砂礫
層

33図 -6 弥 生 器 台 口径 (180)
石英、長石微粒
をわずかに合む

G-3区砂礫
層

33図 -7 弥生 器 台 底径 (174)
l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外)ハケロ、凹線  (内)ミ ガキ、ケズリ
F-3区砂礫

層

33図 -8 弥 生 器 台 日径 (178)
l mm前 後の砂粒
を多く含む

皇好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(外 )ミ ガキ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

33匡雹―- 9 弥 生 器 台 口径 (197)
0 5mm前 後の石英、
長石を多く含む 良好

色
色

灰
灰

黄
黄

外
内

(外)ナ デ後擬凹線文  (内)風化の為不明
C-3区砂礫
層

33図 -10 弥生 器 台 口径 (224)
0 5rm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
俳
着

赤色顔料付 (外 )ナ デ、擬凹線文  (内 )ナ デ、指ナデ後
ミガキ

C-3区砂礫
層

33図 -11 弥 生 器 台 口径 (125)
石英、長石微粒
をわずかに含む

良好
(外)淡褐色、赤色顔料
(内)淡褐色、赤色顔料

(外 )ケ ズリ後ナデ後 ミガキ  (内 )ケ ズリ後
ミガキ

F-4区砂礫
層

33匡]―-12 弥生 器 台
l mm以下の砂粒
をわずかに合む 良好

外

内
暗橙茶色
淡橙茶褐色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
F-4区砂礫

層

33図 -13 弥 生 器 台 口径 (208)
05～ lmmの石英、
長石を多く含む

良好 一陣陣色
卿
ω
繰

(外 )ナ デ  (内 )ミ ガキ、ケズリ後ミガキ
C-3区砂礫
層

33区]―-14 弥 生 器台 頸径 (■ 3) 密 良好
(外)淡灰褐色～灰褐色
(内 )淡灰褐色、一部黒
色

(外 )ナ デ  (内 )ナ デ後 ミガキ、ケズリ Dラ イン畦

34図 -1 弥生 器 台 底径 (106)
l mm前 後の砂粒
を含む

良 好
外

内
灰白茶色
灰白茶色

(外)擬凹線文  (内)ケ ズリ、ナデ
E-3区砂礫
層

34図 -2 弥 生 器 台 底径 (120)
l mm前後の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡責白色
全体的に黒色 (外 )ナ デ、栃凹線文  (内)ケ ズリ

F-4区砂礫
層

34図 -3 弥 生 器台 底径 (138)
石英、長石微粒
をわずかに合む

良 好
彿
癬
価

淡褐色、赤色
者千残る
黒色

(外 )ミ ガキ、ナデ後凹線文  (内 )ケ ズリ
E-3区砂礫

層

34図 -4 弥 生 器 台 底径 (164)
lmm強 の石英少々、
石英、長石微粒を
密に合む

良好
佛
色
仙

淡褐色～淡橙

黒色～赤橙色
(外)ミ ガキ、ナデ後擬凹線文  (内)ケ ズリ

B-3区砂礫
層

34図 -5 弥生 器台 底径 (162)
石英、長石微粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡褐色
黒褐色

(外 )ミ ガキ、ナデ後擬凹線文  (内)ケ ズリ
D-3区砂礫
層

34図 -6 弥 生 器 台 底径 (192)
lmm前 後の石英、
長石を含む

皇 好
外

内
灰褐色

灰褐色
(外 )ナ デ、ナデ後擬凹線文  (内)ケ ズリ、

横ナデ

D-3区砂礫
層

34区]―- 7 弥 生 器 台 底径 (180)
1～ 2mm前後の自
色砂粒を合む

良好
外

内
灰白茶色
灰白茶色

外

内
9本のクシ状の工具で 3回にわたり擬凹線
ケズリ、ナデ

E-3区砂礫
層

34図 -8 弥生 器台 底径 (144)
1～ 2mmの 砂粒を

多く含む
良好

外

内
淡橙色
淡橙色

(外)ナ デ、ハケロ、ケズリ (内 )ケ ズリ
C-3区砂礫
層

34図 -9 弥 生 器 台 底径 (152)
lmm前 後の石英、
長石を含む

良好
色
色
色

褐
褐
褐

赤
黄
赤

淡
灰
灰

外
内
断

(外 )粗いミガキ、ナデ  (内 )ケ ズリ、ナデ
E-3区砂礫
層

34図 -10 弥 生 器 台
径
径

口
底

(208)

(144)

1 5mm以 下の長
石、石英を含む

良好
外

内
淡橙白色
淡橙白色

(外)ナ デ  (内 )郭、風化、裾、ケズリ、ナデ
F-4区砂礫

層

35図 -1 弥生 高14N 日径 (196)
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙色
淡橙色

(外 ) ナデ (内 ) ナ デ
G-4区砂礫
層

35図 -2 弥生 高 邪 口径 (203)
lmm前 後の石英、
長石を多く合む

良好
外

内
褐灰白色
褐灰白色

(外 ) ガキ、ハケロ、ナデ  (内) ガ キ
E-3区砂礫
層

35図 -3 弥 生 高 郭 E「ヱ (176)
l mm前後の砂粒
をわずかに含む

良 好
外

内
淡橙白色
淡橙白色

(外)ヨ コナデ  (内)ヨ コナデ、ヘラミガキ
E-3区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cnl) 胎  土 焼成 色   調 調整・手法の特徴・他 出土区・層

35図 -4 弥生 高邦 口径 (161)
1～2mmの石英、長
石をまばらに合む 良好

色
色
色

褐
褐
褐

責
黄
灰

外
内
断

(外 )ミ ガキ (内)ミ ガキ
C-3区砂礫
層

35図 -5 弥 生 高邪 日径 (232) 密 良 好 一鞭呻色
卿ｍ
繰

(外 ) ナ デ (内 )ミ ガキ
D-3区砂礫
層

35図 -6 土師器 高 不 口径 (196)
0 5mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙灰色
淡橙灰色

(外)ハケ後ナデ  (内)ミ ガキ
B-3区砂礫

層

35図 -7 土師器 高 邪 口径 (180)
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )淡灰褐色
(内 )淡灰褐色 (一
部黒色 )

(外 ) ナデ (内 )ミ ガ キ
E-3区砂礫
層

35匪]―- 8 土師器 高jTN 口径 (174)
0 5mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙色
淡橙褐色

(外 ) ナデ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

35図 -9 土師器 高不 口径 (164)
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(タト) ナ デ (内 ) ガ キ
G-4区砂礫
層

35図 -10 土師器 高不 口径 (130)
l mm前 後の砂粒
をわずかに合む 良好

外

内
淡橙褐色
暗茶褐色

(外 )ミ ガキ (内)ミ ガキ
C-3区砂礫
層

35図 -11 土師器 高 郷 口径 (164)
0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(外)ナ デ、ハケロ (内 )ミ ガキ
E-3区砂礫
層

35図 -12 土師器 高不 口径 (■ 8)
l mm前 後の石英
をわずかに合む

良好

外
内
断 色

色
褐

色
褐
茶

褐
淡
淡

(外 ) ナ デ (内 ) ナ デ
E-4区砂礫
層

35区]―-13 土師器 高 邪
l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

(外)ハケ後ナデ (内 ) ナ デ
A-3区砂礫
層

35図 -14 弥生 高 不
2 nm以 下の砂粒
をわずかに合む

里好 黒髄雑
淡
ス

彿
∽
色

(外 )ハケロ (内)郭、ミガキ、筒、ナデ
C-3区砂礫
層

35図 -15 弥生 高邪
1～ 2mmの 白色砂
粒を含む

良好
色
色

茶
茶

自
白

灰
灰

外
内

(外)ケ ズリ後 ミガキ  (内 )筒、ケズリ 郷、
ミガキ中央部ナデ

E-3区砂礫
層

35E]―-16 弥生 高JTN
2 mm前 後の砂粒
を多く含む

良 好
外

内
淡橙灰色
淡橙仄色

(外 ) ナ デ (内 )ヘ ラケズリ
C-3区砂礫

層

35図 -17 弥生 高郭 底径 (■ 4)
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外 ) ヘ ラ ガ キ (内 )ケ ズ リ後ナデ
E-3区砂礫
層

35図 -18 弥生 高 不
1～ 3mmの 砂粒を
合む

良好
(外 )灰茶色、
黒色
(内 )淡茶色

一 部

(外 )ミ ガキ (内)ケ ズリ
E-3区砂礫
層

35じ]―-19 土師器 高 郭
l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好

外
内
断

淡橙褐色
橙褐色
暗灰色

(外)ハケ後ナデ  (内)ミ ガキ
G-4区砂礫
層

35図 -20 土師器 高郷
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む 良好

外

内
淡橙褐色
淡橙茶色

(外 )ハケ後ナデ (内 ) ガ キ
F-4区砂礫
層

35図 -21 土師器 高 郷
0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡灰褐色
淡褐色

(外)ハケ後ナデ  (内)ミ ガキ
F-4区砂礫
層

35図 -22 土師器 高 杯
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに含む

良 好
外

内
淡橙色
淡茶褐色

(外)ハケ後ナデ  (内)ミ ガキ
E-3区砂礫
層

35優]―-23 土師器 高郭
lmm前後の石英、
長石を多く含む

良好

外
内
断

色
色
褐

褐
灰

淡

一
色

黄
黄
褐

灰
浅
灰

(外 )ハケロ (内)ミ ガキ
F-4区砂礫
層

35図 -24 弥生 高14N
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
橙褐色
橙褐色

(外 )ミ ガキ後施紋  (内 )不、 ミガキ、裾、
しばり後ナデ

F-4区砂礫
層

35匡]―-25 弥 生 高 不
l mm前 後の砂粒
をわずかに含む

良好 色褐
色
橙辮胤絶

俳
ｍ
据、

(外 )ミ ガキ  (内)不、 ミガキ、裾、ケズリ
E抗 ライ ン

畦

35図 -26 弥 生 高 邪
2 mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
外

内
淡橙灰色
淡黄灰色

(外)ミ ガキ (内)筒、ナデ
C-3区砂礫

層

35図 -27 弥生 高不
l mm前 後の白色
砂粒を含む

良 好
色
色

茶
黒

灰
灰

外
内 (外 )ミ ガキ (内)邪、ミガキ、筒、ケズリ

E-3区砂礫
層

36図 -1 弥 生 高邪

l mm前 後の石英、
0 5mm以下の長石、
雲母を含む

良好
外

内
淡仄黄褐色
淡灰責褐色

(外 )ミ ガキ (内)ケ ズリ
D-3区砂礫
層

36図 -2 弥生 高不
l mm前 後の白色
砂粒を合む

良好
外

内
灰白茶色
灰白茶色

(外 )ミ ガキ (内)筒、ケズリ、裾、ハケロ
G-4区砂礫
層

36匪コーー 3 土師器 高 杯
l mm以 下の白色
砂粒を含む

良好
外

内
灰白茶色
橙色

(外 )″ ケヽ後ミガキ (内)ケズリ、裾、ハケロ
D-3区砂礫
層

36図 - 4 土師器 高 邪
l mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙灰褐色
暗灰色

(外)風化の為不明 (内 ) ナ デ
D-3区砂礫

層

36図 -5 土師器 高 不 底径 (102)
l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(外)ハケロ (内)ナ デ
G-4区砂礫
層

36じ]―- 6 土師器 高 郭 底径 (138) 密 良好
(外)暗灰茶色、一部黒色
(内)全体的に黒色、暗灰
茶色

(外 )ミ ガキ、ハケ後ナデ  (内)ナ デ
C-3区砂礫

層

86図 -7 土師器 高邪 底径 (■ 8) 密 良好
外

内
橙褐色
淡橙仄色

い
刑

ミガキ、ハケ後ナデ  (内 )″ ケヽロ、ケ G-3区砂礫
層

36屁]―- 8 土師器 高 不
l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙灰白色
淡橙白色

(外)風化の為不明  (内)ケ ズリ
C-3区砂礫
層



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整・手法の特徴 他 出土区・層

36図 -9 土師器 高不 底径 (98)
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
外

内
淡橙褐色
橙褐色

(外 )ハ ケロ、ミガキ、裾ナデ  (内 )筒 、ケ
ズリ、裾、ハケロ

E-3区砂礫
層

36図 -10 土師器 高 イ
l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙白色
淡橙白色

(外)風化の為不明 (内 ) ナ デ
F-3区砂礫
層

36図 -11 土師器 高不 底径 (88)
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡橙褐色
淡橙色

(外)ハケロ、ナデ (内 ) ナデ
E-3区砂礫

層

36図 -12 土師器 高イ 底径 (92) 密 良好
色
色

褐
褐

橙
橙

外
内 (外 )ハケロ、ナデ (内 )ハケロ

E-3区砂礫
層

36じ]―-13 上師器 高 邪 底 径 (
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外)風化の為不明 (内)ハケロ
B-3区砂礫
層

36図 -14 土師器 高 不 底径 (90)
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡責色
淡黄灰色

(外)ミ ガキ、ナデ (内)し ぼり
重機削作中
表土より

36図 -15 土師器 底脚郷 口径 (138)
1～ 2mmの石英、長
石をわずかに含む 良好

外
内
断

褐色
褐色
淡責褐色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

36図 -16 上師器 底脚不
lmm前後の石英、
長石を多く合む

良好
(外)淡黄灰褐色
(内)淡黒褐色～灰黄褐色
(断)淡黄灰掲色

(外)ハケロ、ナデ  (内)ケ ズリ後 ミガキ
D-3区砂礫
層

36図 -17 土師器 底脚邪
1～ 1 5mmの石英、
長石を多く合む

良好
(外)淡橙灰褐色
(内 )淡橙灰褐色、
一部橙灰色

(外) ナ デ (内 )風化の為不明 包合層

36図 -18 弥生 底 μΠ郷 底径 100
l mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡黄茶色
淡責茶色

(外)ナ デ  (内 )郭、 ミガキ、据、ナデ
E-3区砂礫
層

36図 -19 土師器 底脚不 底径  65 0 5mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡褐色
淡褐色

(外)ナ デ、ミガキ (内)ナ デ
F-3区砂礫
層

36図 -20 土師器 底脚邦 底径  52 l mm以 下の砂粒
を多く合む

良好
外

内
淡橙灰色
淡橙灰色

(外)風化の為不明  (内)風化の為不明
E-3区砂礫
層

36図 -21 土師器 底脚不 密 良 好
外

内
淡白灰色
淡白仄色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
G-3区砂礫
層

36膠]―-22 土師器 底脚郷 底径 42 0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
G-3区砂礫
層

36図-23 土師器 底脚不 底径  46 0.5mm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )淡橙灰色
(内)淡橙灰色、一
部黒色

(外 ) ナ デ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

36図 -24 土師器 底脚邪 底径  42 0 5mm以 下の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡橙色
淡橙褐色

(外)風化の為不明  (内)風化の為不明
F-4区砂礫

層

36図 -25 土師器 底脚邪 底径  29
lmm以 下の石英、
長石を含む

良好
外

内
淡黄褐色
淡責褐色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
E-2区砂礫
層

36図 -26 弥 生 蓋
2 mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
外

内
淡灰褐色
淡灰褐色

(外) ナ デ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫

層

36図 -27 弥生 蓋 底径
05～ 2mmの砂粒
を多く合む 良好

俳
色
的

暗灰色 ～淡灰

暗灰色
(外) ナ デ (内 ) ナ デ

E-3区砂礫
層

36膠]―-28 弥 生 蓋
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良 好
(外 )全体的に黒色
(内 )全体的に黒色 (外)風化の為不明 (内)風化の為不明 Eラ イン畦

36図 -29 弥生 士霊 口径  88 2 mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好
(外)淡茶褐色、一部黒色
(内)淡茶褐色、全体的に

黒色
(外)ミ ガキ (内)ケ ズリ

F-3区砂礫
層

36図 -30 弥生 壷 口径  90 1～ 2mmの 砂粒を
合む

良好
(外)未色、赤色顔料
(内)朱色、赤色顔料 (外)ミ ガキ  (内)ケ ズリ、 ミガキ

E-3区砂礫
層

36図 -31 弥 生 差笠 口径 112 密 良好
色
色

褐
褐

橙
橙

淡
淡

外
内

(外 ) ナ デ (内 ) ナデ
E-3区砂礫
層

37図 -1 弥生 (把手)

密l mm前 後の砂
粒を含む

良好 淡黄褐色 ケズ リ
D-3区砂礫
層

37[]―- 2 弥生
密1～ 2mmの 砂粒
を合む

良 好
(外 )赤色 (朱塗 り
か?)
(内 )淡黄灰色

ケズ リ
C-3区砂礫
層

37図 -3 弥 生 甑形土器
密2～3mm前後の

砂粒を含む
良好

外

内
灰褐色
黒

(外)ケ ズリ後ナデ (内 ) ナ デ
E-3区砂礫
層

37図 -4 (把手)
密1～ 2mm前後の

砂粒を含む
良好 淡黄褐色 ケズリ

C-3区砂礫
層

37図 -5 土製品 土製支脚
密2～3mmの 砂粒
を含む

良 好 淡黄褐色
B-3区砂礫
層

37図 -6 土製品 上製支脚
l mm前 後の砂粒
をわずかに合む

良好 淡褐色
B-3区砂礫
層

37図 -7 土製品 土製支脚 底径 103
l mm前 後の砂粒
を多く合む

良好

外
内
断

淡責茶褐色
淡黄褐色
暗灰色

B-3区砂礫
層

37図 -8 土製品 小型丸底重
径
径

口
頸

(100)

(34)
0 5mm以 下の石英、
長石を者千含む 良好

外
内
断

色
色

褐
褐
色

橙
灰
褐

淡
淡
灰

(外 )ナ デ  (内)横ナデ
B-3区砂礫
層

37図 -9 土製品 小型丸底重
口径 (84)
頸径 (59)

0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良 好
外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

(外 )横ナデ、ハケロ (内)横ナデ、横ナデ E抗畦



挿図番号 種類 器 種 法量 (cm) 胎  土 焼成 色  調 調整 。手法の特徴 ,他 出土区・層

37図 -10 土製品 小型丸底壼
径
径

口
頸

l mm前 後の砂粒
を多く含む

良好
(外)淡灰褐色一部
スス付着、黒色
(内 )淡橙灰色

(外)横 ナデ、ハケロ (内)横ナデ、ヘラケ
ズリ

B-3区砂礫
層

37図 一ユ 土製品 小型丸底童 顕径 (51)
密0 5mm以下の砂
粒をわず力Wこ合む

良好
(外)橙褐色
(内 )橙色

(外)ハ ケ後ナデ
B-3区砂礫
層

37図 -12 須恵器 蓋 口径 (167) 密 良好
(外)部分的にスス‖者の黒色～灰色
(内 )暗灰褐色
(断)淡灰黄色

(外)回転ナデ  (内)回転ナデ
D-3区砂礫
層

37図 -13 須恵器 不
口径 (10.1)

受部径(134)
密 良好

(外、内、断)淡
灰色

(外)回転ナデ  (内)回転ナデ
B-3区砂礫
層

37図 -14 須恵器 邪
口径 (106)

受部径(134)
密 良好 (外、内) 灰 色 (外 )横ナデ  (内)横ナデ

F-4区砂礫
層

37図 -15 須恵器 不
口径 ■0

受部径13.2

級密l mm以 下の砂
粒をわずかに含む 良好 仄 色

(外)底部―ヘラきり、ヘラケズリ (内 )回
転ナデ

B-3区砂礫
層

37じ雪―-16 須恵器 邦 底径 (80)
l mm以 下の長石
をわずかに合む

良 好 く外、庭
内、断)淡 (外)回転ナデ、不定方向のナデ、底部糸切痕

(内 )ナ デ
A-3区砂礫

層

37図 -17 須恵器 高 邦 くびれ部径47
lmm以 下の長石、
石英を多く含む

良好
外

内
灰色
断)淡灰色

(外)回転ナデ、不定方向のナデ、底部糸切痕
(内)回転ナデ

E-3区砂礫
層

37図 -18 須恵器 高 郭 底径 92 級密l mm前 後の砂
粒をわずかに含む 良好 暗灰色 (外)回転ナデ  (内)ナデ、成形―ロクロ E-3区砂礫

層

37膠]―-19 須恵器 高不 底径  92 0 5mn以 下の砂粒
をわずかに合む 良好 (外、内 ) 灰 色 (外) ナデ (内 ) ナ デ

E-4区砂礫
層

37図 -20 土製品 土玉 直径 40 2 mm前 後の砂粒
を多く含む

良好 淡橙灰色
C-3区砂礫
層

37優]―-21 土製品 土玉 直径  31 密 良 好 淡橙灰色
F-3区砂礫

層

37優]―-22 土製品 土 玉 直径  29 0 5nuI以下の砂粒
をわずかに合む

良好 淡灰色
F-3区砂礫
層

37図 -23 土製品 土 玉 直径  2.1
0 5mm以 下の砂粒
をわずかに合む

良好 淡灰色
D-3区砂礫
層

37じコーー24 土製品 土 玉 直径 3.0
0 5mI似 下の砂粒
を多く合む

良好 淡灰色
G-4区砂礫
層

37図 -25 土製品 土 玉 直径 33 2 mm前 後の砂粒
をわずかに含む

良好 褐 色 刺突痕は2ヶ所あるが孔は貫通していなセ
E-2区包含
層上面

37匪コーー26 土製品 土玉 直径 185 密 良好
灰黄褐色～一部橙
灰色

孔無 し
E-3区砂礫

層

石 器 観 察 表

挿図番号 種類 法     量 (cm,g) 石 材 備 考 出土区・層

38図 -1 鏃 縦 2_1 横 135 煽藪さ 038 目雪さ 076 黒曜石 C-3区砂礫層

38図 -2 鏃 縦 15 横 16 )享 さ 0.25 重さ 055 黒曜石 一部欠損 包合層

38図 -3 鏃未製品 縦 2.3 2.3 横 0.55 厚さ 025 童さ 237 黒曜石 包合層

38図 -4 スクレイパー 縦 57 30 横 13 '享 さ 025 重さ 1704 黒曜石 E-3区砂礫層

38図 -5 スクレイパー 縦 37 38 横 10 ,享 さ 025 重さ 16,71 黒曜石 包合層上面

38区]―- 6 スクレイアヾ― 縦 39 45 横 09 厚さ 025 重さ 1624 黒曜石 砂礫層

38図 -7 スクレイパー 縦 45 65 横 10 ,享 さ 025 重さ 3761 黒曜石 G-4区砂礫層

38優]―- 8 スクレイパー 縦 22 335 横 12 厚さ 025 重さ 880 黒曜石 G-3区砂礫層

38図 -9 スクレイパー 維 13 86 横 03 厚さ 025 重さ 2.27 黒曜石 F-3区砂礫層

38図 -10 スクレイパー 縦 17 23 横 08 厚 さ 025 重 さ 247 黒曜 石 一部欠損
E-2区包含層上
面

38図―■ スクレイパー 縦 26 38 横 10 厚 さ 025 童 さ 1032 黒曜石 包合層



挿図番号 種類 法     量 (cm,g) 石材 備 考 出土区・層

39図 -1 スクレイパー 縦 42 横 285 厚さ 15 重さ 1287 黒曜石
E-3区包含層上
面

39図 -2 スクレイパー 維 3.2 横 38 厚さ 17 重さ 1669 黒曜石 G-2区遺構面

39図 -3 スクレイパー 維 32 揆 7.4 厚さ 09 重さ 1910 黒曜石 F-4区砂礫層

39図 -4 スクレイパー 縦 27 おこ68 '享 さ 13 重さ 2244 黒曜石 D-3区砂礫層

39図 -5 スクレイパー 縦 72 横 70 厚 さ 2.0 重 さ 10071 黒曜石 D-2区遺構面

40図 -1 スクレイパー 縦 4.9 横 82 厚 さ 14 重 さ 4033 黒曜石 E-4区砂礫層

40図 -2 スクレイパー 濶廷 56  あ驚 77  'F言 さ 11  逼自さ 5414 黒曜石 C-3区砂礫層

40図 -3 剥片 釉と25 頼q34 '享 さ 09 重さ 543 黒曜石 Aラ イン畦

40図 -4 剖片 維 22 横 22 厚 さ 05 童 さ 232 黒曜石
G-2区遺構検出
面

40じ]―- 5 劉片 縦 2,7 横 28 )享 さ 04 重さ 383 黒躍石 F-4区秒礫層

40図 -6 剥片 縦 32 横 2.1 厚 さ 06 重 さ 244 黒曜石
G-2区遺構検出
面

40図 -7 劉片 縦 4.0 わq2.2 )享 さ 07 重さ 700 黒曜石 E-3区砂礫層

40図 -8 剥片 縦 38 横 25 厚さ 1.4 重さ 1144 黒曜石 F-4区砂礫層

40じ]―- 9 劉片 縦 31 横 26 厚さ 05 重さ 397 黒曜石 G-4区砂礫層

木 製 品 観 察 表

挿図番号 種類 法 樹 種 形 態 の 特 徴 。 そ の 他 出土区・層

41図 -1 椀 全長 95 幅 47 厚さ 105 F-4区砂礫層

41図 -2 不 明 残存長 86 幅 63 厚さ 41 F-4区砂礫層

41図-3 不 明 残存長 64 幅 37 厚さ 32 F-4区砂礫層

41図 -4 板材 残存長 312 幅 110 厚さ 19 『
-4区砂礫層

41図 -5 抗 残存長 253 幅 67 厚さ 46
区一　

ｏ２

Ｄ

Ｎ

41図 -6 抗 残存長 80  幅 46  厚 さ 3.8
D-3区
No21

41図 -7 桜の皮 全長 935 幅 64 厚さ 3,9 桜 E-3区砂礫層

42図 -1 板材 残在長 78,0 幅 68 厚さ 15 砂礫層

42E]―- 2 板材 全長 742 幅 160 厚さ 1.5 砂礫層

42じ]―- 3 不明 全長 432 幅 235 厚さ 5.5 砂礫層
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1,800m2 道路建設

所 収 遺 跡 各 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
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散布地 弥生時代
掘立柱建物跡

弥生土器

須恵器

木製品
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